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こめ に ! 


ジョ ュー/AFP: 挿入 : バジ ル ・ プ ラッ クウ ォ ー ル 社 


り 2014 年 、 南ア フリ カ の マリ カナ 鉱山 労働 者 の スト ライ キ 。 挿入 : 永続 革命 の 綱領 を 発展 させ た ボル 
シェ ビ キ 指 導 者 レオ ン ・ ト ロ ツ キー が 、 1920 年 に 赤軍 に 向け 演説 する 。 


永続 革命 と は 何 か ? 


以下 の 文書 は 、 国際 共産 主義 者 同盟 (第 四 イ ンタ 
ー ナ ショ ナル リス ト ) の 第 8 回 国際 大 会 で 採択 され 、 
「Spartacist』 [英語 版 ] 第 68 号 、 2023 年 9 月 か ら 翻 訳 
され た も の で ある 。 


帝国 主義 の 時 代 は 、 多 数 の 被 抑圧 諾 国 と 、 経済 
的 ・ 軍 事 的 に 支配 する 一 握り の 抑圧 詳 国 と の 間 の 世 
は よっ て 特徴 づけ られ る 。 現在 の 世界 情勢 

は 、 米 帝国 主義 の 軸 権 に よっ て 特徴 づけ られ て いる 
NN 他 の 帝国 主義 諸 強国 (ドイ ツ 、 ブ 
リ テ ン 、 フラ ンス 、 日 本 ) と 同盟 し 、 金融 資本 の 輸出 を 
通じ て 、 世界 人 口 の 膨大 な 人 々 を 服従 させ て いる 。 植 
民 地 諸 帝国 の 古き 時 代 は 、 植 民 地 か ら の むき 出し の 
公然 た る 略奪 で 成り 立っ て いた 。 こう し た 時 代 は 、 形 


式 的 に は 独立 し て いる が 実際 に は 新 植民 地 で あっ た 
り 、 あ る い は | 大 」 国 の 経済 的 ・ 軍 事 的 恐喝 で 東 縛 さ 
れ た 従属 国 で あっ た りす る 国々 か ら の 略奪 に 、 そ の 席 
を 譲っ て いる 。 

アフ リカ 、 ア ジア 、 ラテ ン ア メリ カ や 東 ヨ ー ロ ッ パ の ほ 
と ん どの 国々 で は 、 民族 アレ ジョ アジ どー で は な く 帝 国 主 
義 者 こそ 、 経済 的 、 政治 的 生活 の あら ゆる 面 を 支配 し 
指図 し て 、 経済 的 、 民族 的 、 文化 的 な 発展 を 妨害 し 阻 
止 し て いる 。 借款 、 天然 資源 の 略 礁 、 安価 な 労働 力 、 
金融 政策 な ど は 、 金融 宴 頭 制 と 帝国 主義 的 独占 が そ 
の 支配 を 強化 し 、 社会 全体 か ら 貢 ぎ 物 を 徴収 し 、 こ うし 
た 国々 を 極貧 状態 に し て お く た め の 全 手 段 で ある 。 


これ ら の 国々 で は 、 近代 産業 は 外国 資本 の 産物 で 
ある 。 工業 と 農業 の 最新 技術 は 、 前 資本 主義 的 な 社 
2 ペー ジ へ 続く 


1 ペー ジ よ り 

会 関係 と 並ん で 存在 し て いる 。 水牛 や 木製 の 道具 が 
まだ 土地 を 耕し て いる 地域 で 、 工場 、 鉄道 、 鉱山 、 
港湾 が 現れ 出 て いる 。 外国 資本 が 果たす 支配 的 な 
役割 は 、 民族 プレ ジョ アジ ー に 極め て 脆弱 な 性 格 を 
与え る 。 つ まり 民族 プル ジョ アジ ー は 、 支 配 階級 の 高 
み に 部 分 的 に し か 達する こと が で きず 、 し た が っ て 半 
ば 支配 的 で 、 半 ば 抑圧 され た 階級 の 立場 に 追い 込ま 
れ た まま で ある 。 同時 に 、 外国 資本 は 人 口 を プロ レタ 
リア 化し 、 そ の 国 の 生活 で 中 心 的 な 役割 を 果たす よ 
うに な る 労働 者 階級 を 生み 出す 。 強力 な 労働 組合 と 
し ば し ば 労働 者 階級 諸 政党 の 設立 は 、 帝 国 主 義 の 
擁 取 を 押し 返し 、 も ろ い 民族 プル ジョ アジ ー と 政府 に 
立ち 向かう こと が で きる 強大 な 力 を 意味 する 。 


国内 経済 の 後進 性 、 現 地政 府 の 完全 な 腐敗 無 
数 の エス ニッ ク 的 ・ 宗 教 的 な 分 像 、 前 資本 主義 的 諸 
関係 の 残存 。 外国 の 支配 に よっ て 維持 され 強化 され 
た これ ら す べ て の 条件 は 、 勤労 大 衆 の 社会 的 解放 と 
民族 解放 の 間 に 切 っ て も 切れ な い 結び つき を 生み 出 
し て いる 。 土地 、 民主 主義 、 経済 発展 へ の 強い 願望 
だ け で な く 、 こ うし た 極貧 と 民族 的 な 屈辱 へ の 抵抗 
こそ 、 労働 者 と 農民 大 衆 の 闘争 を 前 進 さ せ 、 彼 ら の 
最も 基本 的 な 要求 に 爆発 的 な 性 格 を 与え て いる の で 
ある 。 


新 植民 地 諸国 の 発展 と 近代 化 に は 、 基本 的 な 民 
主 主 義 的 諸 任務 の 解決 が 必要 で ある 。 つ まり 国内 産 
業 と 国内 市 場 の 発展 に は 、 土地 改革 と 同様 に 、 民族 
の 統一 と 解放 が 必要 で ある 。 民族 プレ ジョ アジ ー 0 
支配 階級 と し て の 社会 的 地位 を 一 層 高 め る た め 
うし た 諸 間 題 の 解決 に 5 還 和 の 
し か し 、 そ の どれ も が 、 帝 国 主 義 の 従属 に 立ち 向かう 
こと を 必要 と する 。 帝国 主義 者 と の 比較 で その 脆弱 さ 
を 考え る と 、 民族 プレ ジョ アジ ー が 外国 資本 に 抵抗 し 
よう と する な ら 、 大 な り 小 な り 、 プロ レタ リア ー ト と 民族 
全体 に 寄り か か ら ざ る を 得 な い の で ある 。 同時 に 、 有 
産 階級 と し て 、 プロ レタ リア ー ト が 自身 の 利益 に 対す る 
2 いう こと を 自覚 し て いる 。 これ ら の 利益 を 守 
る た め に 、 民族 プル ジョ アジ ー は 、 無 数 の 糸 で つなが 
IP < 寄り か か ら ざ る を 得 な い の で あ 
る 。 従っ て 、 独立 し た 役割 を 果たす こと が で き な い な 
か で 、 より 強力 な 二 つ の 勢力 の 間 で バラ ンス を と っ て い 
る 。 トロ ツキ ー は 次 の よう に 説明 し て いる 。 


「 工 業 が 遅れ た 国々 で は 外国 資本 は 決定 的 役 
割 を 持っ て いる 。 だ か ら 、 民族 プロ レタ リア ー ト に 
比べ て 民族 プレ ジョ アジ ー は 相対 的 に 弱体 で あ 
る 。 この 結果 特殊 な 国家 権力 が 生じ る 。 政府 は 
外国 資本 と 国内 資本 と の 間 、 弱体 な 民族 プル ジ 
ョ アジ ー と 相対 的 に 強力 な プロ レタ リア ー ト と の 
間 を 綱渡り する 。 か くし て 政府 は きわ だ っ た 特性 
を 持っ た 独特 の ボナ パル チ ス ト 的 性 格 を 帯び る 。 
政府 は いわ ば 階級 の うえ に 立つ 。 実際 に は こう し 
た 政府 が 統治 で きる の は 、 外国 資本 の 道具 に な 


り 下 が っ て 、 プロ レタ リア ー ト を 警察 独裁 の く び き 
で 縛り つけ る こと に よっ て か 、 そ れ と も プロ レタ リ 
ー ト に 対し て マヌ ー バ ー を 使い 、 譲歩 し 、 そ れ に 
ii こ 対 し て 一 定 の 自由 な 行動 範囲 
を 得 に よっ て か 、 い ずれ か し か な い 。 」 
一 の 管理 | (1939 年 5 月 ) 
有利 な 国際 的 諸 勢 力 の バラ ンス を 前 提 と し て 、 
内 の 勤労 者 の 推進 力 に 基づき 、 民族 プル ジョ アジ ー 
は 、 帝 国 主義 者 に 対し 、 民族 の 独立 を 防衛 し 、 国民 経 
済 を 発展 させ る こと を 目的 に し て 、 国有 化 、 土地 改革 、 
その 他 の 進歩 的 諸 方 策 を 実行 する こと が で きる 。 1938 
年 の ラサ ロ ・ カ ル デ ナ ス 下 の メキ シコ で の 石油 国有 化 
と か 、 1956 年 の エジプト で の ガマ ー ル ・ ア ブ ド ッ ゥ ル テ ナ 
ー セ ル に よる スエ ズ 運 河 の 占領 は 、 こ の 過程 で の 典型 
的 な 例 で ある 。 し か し 、 ブ ル ジ ョ アジ ー は 、 自身 の 目的 
の た め 、 自身 の 方 法 で 、 こ うし た 諸 方 策 を 実行 する の 
で ある 。 彼ら は 、 被 抑圧 者 の 社会 的 ・ 
自ら の 階 0 短 3 で きる 範囲 内 に 封じ 込め 、 
導 す る た め に 、 民族 解放 闘争 の 先頭 ! PO 
する 。 これ ! 際 生 こ 対 する 半 支 配 階級 と し て の 
自ら の 立場 を 改善 する た めで ある 。 


従属 され た 国々 の ブル ジョ アジ ー は 、 帝 国 主義 に 対 
する 本 格 的 な 闘争 に は 、 大 衆 に よる 革命 的 な 動乱 が 
必要 だ と いう こと を 十分 に 気付 いて いる 。 民族 プル レジ 
ョ アジ ー は また 、 こ れ が 自分 自身 へ の 脅威 に な る こと 
を 認識 し て いる 。 トロ ツキ ー は 次 の よう に 書い て いる 。 


「 民主 主 義 的 また は 民族 解放 運動 は プレ ジョ ア 
ジー が 搾取 する 可能 性 を 深め か つ 広 げ る 機会 を 
与え る こと に な る か も し れ な い 。 し か し 、 革命 的 な 
争い の 場 に お ける プロ レタ リア ー ト の 独立 の 干渉 
は 、 ブ ル ジ ョ アジ ー か ら 彼 等 が 搾取 する 可能 性 を 
全く 奪い 去っ て し まう か も し れ な い の で ある 。 」 
ー 『 レ ー ニ ン 死 後 の 第 三 イ ンタ ー ナ ショ ナル 」 
(1928 年 ) 
従っ て 、 ブ レジ ョ アジ ー は 大 衆 を 自ら の 背後 に 動 
員 す る な か で 、 そ の 大 衆 を 厳し く 統 制 し て お 生 0 
ば な ら な い 。 つ まり 昔 命 諸 政党 を 打ち 砕き 、 時 に 
働 官 僚 を 通じ て 、 時 に は 組合 を 直接 国家 に 統合 2 
こと に よっ て 、 労 働 組合 に 対し 強力 に 支配 を 維持 す 
る 。 そし て 国家 支配 の 農民 諸 組織 の 創設 を 後押し な 
どす る 。 階級 闘争 、 土地 奪取 、 独立 し た 労働 組合 や 
農民 組織 を 結成 し よう と する 試み 、 つ まり 大 衆 に よる 
独立 し た 反 帝 国 主 義 の 行動 の いか な る 努力 も 、 血 な 
まぐ さい 弾圧 に さら され る 。 真 の 民族 解放 と 近代 化 
を 実現 で きる 唯一 の 勢力 、 す な わ ち 農民 と 同盟 し た 
0 級 を 抑圧 する こと に よっ て 、 民族 プレ ジョ ア 
ー は 、 社 会 革命 を くい 止め る だ け で な く 、 反 帝国 主 
の 癌 争 を あら ゆる 段階 で 怒 夫 し 、 裏切り 、 帝 国 主 
義 に よる 反動 へ の 扉 を 開く の で ある 。 資本 主義 0 
へ の 結び つき の た め 、 プロ レタ リア 大 衆 に 対し て 階 % 
6 人 0 


早 合 的 指導 部 と は 何 か ? 


以下 の 文書 は 、 国際 共産 主義 者 同盟 の 第 8 回 国 
際 大 会 で 採択 され た も の で ある 。 


階級 闘争 の 偉大 な 時 期 は 、 資本 家 階 級 に 対す る 
共通 の 行動 に お いて 労働 者 階級 の 運動 を 結束 させ 
る 。 反動 の 時 期 は 逆 の 効果 が 生じ 、 民族 、 人 種 、 性 
別 、 職能 に 沿っ て 労働 者 階級 内 の 分 像 を 悪化 させ 
る 。 こう し た 統一 と 分 像 の 循環 は 、 労働 者 階級 運動 
の 最も 政治 的 に 進ん だ 部 分 、 す な わ ち 社会 主義 革 
命 の た め に 戦う と 主張 する 政党 や 組織 に 反映 され 
て いる 。 ツ ソ連邦 崩壊 後 の 長い 反動 期 に お いて 、 マ ル 
クス 主義 左 細 は 、 教 義 や 徒党 の 違い を 基 に 、 これ ま 
で 以上 に 、 益々 より 小さ な 集団 に 分 像 し て きた 。 多く 
の グル ー プ が 革命 的 指導 部 を 装う な か で 、 問題 な の 
は 、 革命 的 指導 部 と は 何 か ? と いう こと で ある 。 変化 
し つつ ある 世界 情勢 の な か で 、 階級 闘争 が 激化 する 
に つれ 、 こ の 問題 へ の 正しい アプ ロー チ は 、 革命 の 
た め に 戦う と 主張 する 組織 の 歴史 を 批判 的 に 見 直 
し 、 革命 的 前 衛 を 国際 的 に 統一 する 基礎 を 確立 す 
る の に 不可 欠 で ある 。 

草 命 的 指導 部 の 問題 は 、 ほ と ん どの 場合 は 、 実 
際 よ り 複 雑 な $ も の と され て いる 。 そし て 、 マ ルク ス 主 
義 の この 基本 的 な 問題 に 関し て は 、 ほ と ん ど 他 の 問 
題 の よう に 、『 共 産 党 宣 言 ] に お ける 単純 で は っ きり 
し た 説明 以上 に 良い 返答 は な い 。 


「 共 産 主 義 者 が 他 の プロ レタ リア 諸 党 と 異な る 
の は 、 た だ 次 の 一 点 に お いて で ある 。 共産 主義 
者 は 、 一 方 で は 、 プロ レタ リア の さま ざま な 一 国 
的 闘争 に お いて 、 民族 の 別に か か わら な い プ ロ 
レタ リア ー ト 全体 の 共通 の 利益 を 強調 し 、 主 張 
する 。 他方 で は 、 プロ レタ リア ー ト と ブル ジョ アジ 
ー と の 闘争 が 経過 する さま ざま な 発展 段階 に お 
いて 、 つ ね に 運動 全体 の 利益 を 代表 する 。 
「 だ か ら 、 共産 主義 者 は 、 実 践 的 に は 、 す べ て 
の 国 の 労働 者 諸 党 の うち で 、 も っ と も ゃ 断固 た る 、 
た え ず 推進 し て いく 部 分 で ある 。 理論 的 に は 、 プ 
ロレ タリ ア 運 動 の 諸 条 件 、 そ の 進路 、 そ の 一 般 
的 結果 を 洞察 し て いる 点 で 、 残り の プロ レタ リア 
ー ト の 大 衆 に 先んじ て いる 。 」 
階級 闘争 の 共産 主義 指導 部 は 、 全般 的 な 国際 情 
勢 か ら 個 々 の 職場 の 具体 的 条件 に 至る まで 、 階級 諸 
関係 の 科学 的 理解 に 基づか な けれ ば な ら な い 。 ある 
指導 部 が 共産 主義 の 指導 部 で ある と いう の は 、 心 の 
純粋 さ 、 抽象 的 な 教義 、 又 は 「 プ ロレ タリ アー ト の 独 
裁 」 の 必要 性 を 宣言 する か ら で は な く 、 労 働 運 動 全体 
の 客観 的 利益 に 最も よく 合致 する 行動 路線 を 打ち 出 


す 能 力 が ある か ら で あ る 。 最終 目標 、 す な わ ち 資本 主 
義 の 打倒 や 国際 社会 主義 秩序 の 樹立 に よっ て 、 導 か 
れる こと が 必要 で ある 。 し か し 、 この 目標 に 向け て 前 
進 す る の は 、 与 えら れ た 時 間 と 場所 の 生き た 現実 に 立 
脚 し 行動 する 限り に お いて の み で ある 。 それ は 、 そ の 前 
進 を 妨げ る 主要 な 障害 物 を 避け る の で は な く 、 そ れ と 
立ち 向かう こと に よっ て で ある 。 


この 理解 か ら 、 あ る 党 か 集団 の 革命 的 性 格 を 真 に 
評価 する 唯一 の 方 法 は 、 諸 事件 の 過程 で 、 そ れ が 運 
動 全体 の 利益 の た め に 戦う か 、 あ る い は 、 全体 の 利益 
が 他 の 階級 勢力 の 利益 と か 労働 運動 の 孤立 し た 部 分 
の 狭い 利益 の た め に 犠牲 され る か どう か を 判断 する こ 
と に よっ て で ある 。 階級 闘争 が 展開 する た びに 、 党 は 
労働 者 階級 を 指導 する 能力 を 試さ れる の で ある 。 トロ 
ツキ ー は 、『 十 月 の 教訓 』 (1924 年 ) の な か で 、 こ の 一 
連 の 過程 の 内 的 作用 を 次 の よう に 述べ て いる 。 


「 革 命 的 政党 は 他 の 政治 的 力 の 圧力 に よっ て 左 
右 さ れる 。 発展 の あら ゆる 与え られ た 段階 に お 
いて 、 党 は この よう な 圧力 に 反抗 し 抵抗 する よう 
な 自ら の 方 法 を 作り 出す 。 戦術 的 転換 と それ か 
ら 生 ずる 内 部 的 再編 成 と 摩擦 と の 間 は 党 の 抵 
抗力 は 弱め られ る 。 この こと か ら 次 の 可能 性 が 
常に 生ま れる 、 す な わ ち 、 戦術 上 の 転換 の 必要 
に 発し た 党 内 諸 グ ループ が 、 本 来 の 論争 の 出発 
点 を 越え て 発展 し 、 ゃ ろ も ろ の 階級 的 諸 傾 向 に 
対す る 挫 護 の 役 を 果たす こと に な る 。 も っ と は っ 
きり いう と 、 自ら の 階級 の 歴史 的 課題 と と も に 歩 
きつ づけ な い 党 は 他 の 階級 の 間接 の 用 具 と な る 
か 、 な いし は な る 危険 を お か す 。 」 

戦争 、 革命 、 そ し て パン デミ ッ ク な どの 世界 的 大 
事件 は 、 前 衛 に 対す る 他 の 階級 か ら の 圧力 を 増幅 さ 
せ 、 党 の 真 の 性 格 を 最も 明瞭 に 暴き 立て る 。 


危機 の 時 期 は 、 革命 党 の 最良 の 試練 を 提供 する 
一 方 で 、 そ の 結果 は 、 そ れ に 先立つ 時 期 の 路線 に よ 
っ て 準備 され る 。 革命 諸 党 は 、 戦争 や 革命 の 前 夜 
に 、 ど こと も な く 現 れ 出 は し な い 。 それ は 、 絶え間 な 
く 続く 過程 で の 階級 闘争 の 浮き 沈み を 通じ て 鍛え 
られ る の で ある 。 反動 期 に お ける 活動 の 正しい 路線 
の み が 、 革命 闘 争 の 勃発 に お いて 成功 の 基礎 を 据 
えみ る と と が で きる 。 

簡単 に 言え ば 、 革 命 党 と は 、 労働 者 階級 の 解放 
を 前 進 さ せる や り 方 で 、 諸事 件 を 通じ て この 階級 を 
導く こと が で きる 党 で ある 。 この 基準 に よっ て の み 、 
国際 共産 主義 者 同盟 の 路線 や 革命 的 指導 部 を 提 
供する と 主張 する その 他 の 団体 と か 党 の 路線 を 判断 
し な けれ ば な ら な い 。 陣 
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2 ペー ジ よ り 

的 利益 を 防衛 する 必要 性 の た め に 、 民族 プレ ジョ ア 
ジー は 、 民族 解放 と 土地 革命 の 諸 任 務 を 解決 する こ 
と が で き な い だ け で な く 、 こ の 過程 に お いて 徹底 し て 
反動 的 な 役割 を 演ずる の で ある 。 


プロ レタ リア ー ト だ けが 、 そ の 背後 に 農民 大 衆 と 
都市 の 小 プ ブル ジョ アジ ー を 結集 し 、 外国 資本 の く び き 
を 打ち 破り 、 土地 革命 を 完遂 し 、 労働 者 と 農民 政府 
の 形 で 、 勤労 者 の た め の 完全 な 民主 主義 を 確立 する 
こと が で きる 。 トロ ツキ ー は 、『 永 続 革命 』(1929 年 
の 最初 の ロシア 語 版 へ の 序文 ) の 中 で 、 ロ シア に 関 
連 し て 次 の よう に 説明 し て いる 。 


「 わ が 国 の ブル ジョ ア 革 命 は 一 と 私 は 結論 づけ 
た 一 、 プロ レタ リア ー ト が 何 百 万 ・ 何 千 万 も の 農 
民 の 支持 に も と づい て 革命 的 独裁 を その 手中 に 
掌握 する 場合 の み 、 自己 の 課題 を 急進 的 に 解決 
すず る と と が で きる 。 
「 こ の 独裁 の 社会 的 内 容 は いか な る も の に な る 
で あろ うか ? こ の 独裁 は まず 何より も 、 農地 革 命 
と 国家 の 民主 主義 的 出 新 を 徹底 的 に 遂行 し な 
けれ ば な ら な い だ ろ う 。 言い か える と 、 プロ レタ リ 
アー ト の 独裁 は 、 歴史 的 に 遅れ て や っ て きた ブル 
ジョ ア 昔 命 の 諸 課 題 を 解決 する 手段 に な る で あ 
ろう 。 し か し 、 事 態 は そこ に と ど ま る と と は で き な 
い 。 権力 を 獲得 し た プロ レタ リア ー ト は ます ます 
深く 私 的 所 有 関 係 一 般 に 干渉 する こと を 、 す な 
わ ち 、 社 会 主義 的 措置 の 道 に 移行 する こと を 余 
儀 な くさ れる だ ろう 。 」 
ある 国 で の プロ レタ リア ー ト に よる 権力 掌握 は 、 革 
命 を 完成 させ る の で は な く 、 単 に 革命 を 開始 する だ 
け で ある 。 後進 諸国 を 近代 化し 、 国内 産業 と 市 場 を 
発展 させ 、 大 衆 を 貧 箕 か ら 脱 出さ せる た め に は 、 こ れ 
ら す べ て が 、 最高 水準 の 技術 と 生産 性 と 世界 市 場 つ 
まり 国際 的 分 業 へ の アク セス を 必要 と する 。 し か し 、 
これ ら は すべ て 帝国 主義 の 支配 下 に ある 。 世界 帝国 
主義 が 存続 する 限り 、 一 国 で の 獲得 物 は 、 帝 国 主義 
に よる 窒息 と 絶え 間 な い 転 緒 の 脅威 に 依然 と し て さ 
ら さ れ 続 ける 。 新 植民 地 で の 革命 の 勝利 と 社会 主義 
の 発展 は 、 世界 舞台 に お ける 帝国 主義 の 敗北 を 、 す 
な わ ち 、 帝 国 主義 の 中 心地 へ の 革命 の 拡大 を 必要 と 
する の で ある 。 


従属 諸国 で は 、 こ の 目標 に 向け た 第 一 歩 は 、 革命 
諸 党 を 鍛え 打ち 固め る こと で ある 。 その 主要 任務 は 、 
反 帝 国 主義 闘争 の 指導 権 を 民族 プル ジョ アジ ー の 手 
か ら 奪 い 取 る こと で ある 。 これ は 、 民族 解放 の た め の 
闘 省 を 最後 の 結末 に 至る まで 推し 進め る こと に よっ て 
の み 達 成 で きる 。 その 過程 で は 、 大 衆 の 前 で 、 ブル ジ 
ョ アジ ー の あら め ゆめ る 動揺 、 屈服 、 裏切り を 暴露 する こと 
で ある 。 帝国 主義 者 の 資産 、 特 に 彼ら の 銀行 を 奪取 す 
る こと 、 国内 と 外国 の 地主 を 収奪 する こと 、 債務 と あ 
ら ゆ る 「 自 由 」 貿易 協定 を 拒否 する こと 、 帝 国 主 義 の 


奴隷 制 に 対す る 闘争 を 前 進 さ せる いか な る 一 貫 し た 行 
動 は 、 大衆 を ブ プレ ジョ アジ ー に 対抗 させ る 。 トロ ツキ ー 
が 述べ た よう に 、 こ の 階級 は 、「 つ ね に 背後 に 帝国 主 
義 の 了 堅固 な 後衛 を も ちっ て いる 。 それ は つね に 労働 者 と 
農民 に 対し て 、 貨幣 、 商品 、 お よび 弾丸 を も っ て 彼ら を 
援助 する 。 」 (「 中 国 革 命 と 同志 スタ ー リ ン の テー ゴ ゼ | 、 
1927 年 5 月 ) 。 彼 は 次 の よう に 説明 し た 。 


「 被 抑圧 、 被 挫 取 勤労 大 衆 を けっ 起 さ せる すべ 

て の も の は 、 不 可 避 的 に 民族 プル ジョ アジ ー を し 

て 、 帝 国 主 義 者 た ちと の 公然 た る 同盟 に お し や 

る の で ある 。 ブル ジョ アジ ー と 、 労働 者 ・ 農 民 大 

衆 と の あい だ の 階級 闘争 は 、 帝 国 主義 的 抑圧 に 

よっ て よわ め ら れ な いで 、 反対 に 、 あ ら ゆ る 重大 

な 衝突 に お いて 、 流血 の 内 乱 に いた る まで 内 鋭 

化す る の で ある 。 」 

同時 に 、 ブルジョア ジー が 帝 国 主義 者 か ら 譲 歩 を 

得 よ うと する 限り に お いて 、 革命 家 は 、 完全 な 組織 的 ・ 

政治 的 独立 を 維持 する 一 方 で 、 そ うし た 方 策 を 支持 

し 、 プロ レタ リア ー ト と 農民 を 動員 し て 、 自身 の 目的 の 
た め 、 自身 の 方 法 で 、 これ ら を 実行 し よう と 努め る 。 


国有 化 ? 


代償 な し ! 帝 国 主義 者 が 譲歩 する まで 、 工場 、 鉱 
山 、 鉄道 を 占拠 せよ ! 


官僚 的 で 制限 され た 土地 改革 ? 
土地 を 奪取 する 農民 委員 会 を ! 

帝国 主義 に よる | 政権 交代 」 の 脅威 ? 
労働 者 と 農民 の 武装 を ! 


どの 場合 に お いて も 、 トロツキスト は 、 民族 主義 の 
ブル ジョ アジ ー の 支配 を 打ち 破る た め に 、 闘争 の 過 
程 に お いて 大 衆 の 独立 し た 行動 を 提唱 する 。 

ブル ジョ アジ ー の 影響 と 戦う た め に は 、 民族 主義 
と 戦う こと が 極め て 重要 で ある 。 民族 主義 は 、 ブ ル ジ 
ョ アジ ー が プロ レタ リア ー ト と 抑圧 され た 人 々 を その 
利益 の 背後 に 結集 する た め に 利用 する 主要 な イデ オ 
ロ ギ ー 的 手段 で ある 。 民族 主義 は 、 プロレタリアート 
を 、 少数 民族 や 他 の 被 抑圧 民族 の 階級 的 な 兄弟 姉 
妹 た ち に 対立 させ 、 決定 的 に は 、 抑圧 民族 の 労働 者 
階級 に 対立 させ る 。 これ は 、 共通 の 敵 で ある 帝国 主 
義 に 対す る 闘争 に お ける 革命 的 団結 を 妨げ る 。 し か 
し 、 大 衆 を 民族 主義 か ら 分 像 さす せる た め に は 、 帝 国 
の 排外 主義 の 表現 で ある 抑圧 者 の 民族 主義 と 、 抑圧 
へ の 反感 で ある 被 抑圧 者 の 民族 主義 と を 区 別 す る こ 
と が 必要 で ある 。 この 区 別 を 合 定 す る こと は 、 大 衆 の 
解放 願望 を 否定 する こと で ある 。 民族 主義 は 、 抽象 
的 な 国際 主義 を 説教 する こと に よっ て 打ち 負かす こ 
と は で き な い 。 民族 主義 は 、 解放 の た め の 戦 い の な 
か で 民族 プル ジョ アジ ー の 裏切り を 実証 する こと に よ 
っ て 、 闘争 の な か で の み 克 服 す る こと が で きる 。 


プロ レタ リア ー ト の 利益 は 、 あらゆる 民族 の 労働 者 


の 完全 な 連 淀 を 必要 と する 。 帝国 主義 諸国 で は 、 革 
命 諸 党 は 、 従属 諸国 の 解放 が 自身 の 客観 的 利益 に 
な る と いう 理解 を プロ レタ リア ー ト に 染み 込ま せな け 
れ ば な ら な い 。 つま り 海 外 で の 帝国 主義 者 の あら ゆる 
敗北 は 、 自国 の プロ レタ リア ー ト の 立場 を 強化 する 。 ト 
ロ ツ キス ト は 、 労働 運動 の 隊列 内 部 の 社会 排外 主義 
者 と の 分 裂 の た め に 戦わ な けれ ば な ら な い 。 この 社 
会 排外 主義 者 と は 、 NATO や 欧州 連合 の 擁護 者 た 
ち 、USMCA 「 自 由 質 易 」 協定 を 支持 する 北米 の 労働 
組合 官僚 た ち で ある 。 そし て また 、 社 会 排外 主義 者 と 
の 統一 を 維持 する 中 間 主 義 者 と の 分 像 の た め に 闘わ 
な けれ ば な ら な い 。 この よう に し て の み 、 新 植民 地 に お 
ける 不信 と 民族 主義 的 偏見 を 克服 する こと が で きる 。 

主要 な 敵 は 国内 に いる ! 親 帝国 主義 の 労働 組合 官僚 
を 追放 せよ ! 常 国 主義 の 中 心地 で の 労働 者 革命 を ! 


抑圧 され た 国々 の 革命 諸 党 は 、 帝 国 主 義 の 抑圧 
に 対す る 闘争 を 指導 する な か で 、 抑圧 諾 民族 の プロ 
レタ リア ー ト と の 草 命 的 統一 の 精神 で 、 勤労 大 衆 を 
教育 し な けれ ば な ら な い 。 帝 国 主義 に 対す る 被 抑圧 
諸 民 族 の 団結 は 、 欲 得 ず く の 買 弁 ブ ル ジ ョ アジ ー の 
後援 の も ゃ と で は 実現 する こと が で き な い 。 彼ら に と っ 
て 「 愛 国 心 」 は 自身 の 私 有 財 産 の 防衛 を 意味 する 。 
この 団結 は 、 農 民 と 同盟 し た 労働 者 階級 の 指導 部 の 
下 で の み 達 成 で きる 。 すべ て の 常 国 主義 資産 を 奪取 
せよ ! 耕作 者 に 土地 を ! 民族 と 社会 の 解放 を ! 


経験 で は 、 例 外 的 な 諸 状況 の 下 で 、 農 民 を 基盤 
と し た ゲリラ 運動 が 、 一 つの 国 で 帝国 主義 を 打ち 破 
り 、 民族 プレ ジョ アジ ー を 収奪 で きる こと を 示し て い 
る (例え ば 、 中 国 、 キ ュー バ 、 ラ オス 、 ベトナム ) 。 し か 
し な が ら 、 こ うし た 運動 の 勝利 は 、 ス ター リ ニ ス ト 型 
の 官僚 主義 体制 の 樹立 し か る た ら す こと が で き な い 。 
この 体制 は 、 労働 者 大 衆 へ の 残忍 な 弾 圧 を 通し て 
その 支配 を 維持 し て いる 。 同時 に そう し た 国 は 世界 
市 場 の 圧力 に さら され た まま で ある 。 こう し た スタ ー 
リ ニ ス ト 官 僚 制 の 特質 は 、 帝 国 主義 を な だ め る と い 
う 幻 想 的 な 望み の な か で 、 国境 を 越え て 社会 主義 革 
命 を 拡大 する こと に 断固 と し て 反対 で ある 。 こう し た 
革命 の 獲得 物 を 防衛 し 拡大 する に は 、 こ れ ら の 官僚 
に 対す る 新た な 革命 が 必要 で ある 。 従っ て 、 前 に 説 
明 し た 革命 家 の 諸 任務 は 、 こ れ ら の 社会 に も 適用 す 
る 。 つま り 、 ト ロ ツ キス ト は 、 官 僚 の 手 か ら 反 帝国 主 
義 闘争 の 指導 権 を 奪い 取り 、 真 の レー ニン 主義 の 旗 
の 下 で この 闘争 を 指導 し な けれ ば な ら な い 。 帝 国 主 
義 と 反革命 か ら 中 国 、 北朝 鮮 、 ラ オス 、 キュ ー バ 、 べ 
トナ ム を 防衛 せよ ! スタ ー リ ニス ト の 旭 切 り 者 に 対す 
る 政治 革命 を ! レ ー ニ ン と トロ ツキ ー の 共産 主義 を ! 


帝国 主義 に 対す る 確実 な 勝利 は 、 帝 国 主義 諸国 
に お ける | 自国 」 支配 階級 に 対す る プロ レタ リア ー ト 
の 闘争 を 、 まさ に 同じ 帝国 主義 者 と その 現地 代理 人 
に 対す る 被 抑圧 諸 民 族 の 勤労 者 の 闘争 と 統合 させ 
る こと に よっ て の み 、 保 証 さ れ う る の で ある 。 万国 の 
労働 者 と 被 抑圧 民族 よ 、 団結 せよ ! 


国際 共産 主義 者 同 虹 に よる 
永続 時 命 の 修正 


誕生 し た 時 に 金曲 され た 


その 設立 以来 、 新 植民 地 諸国 と 被 抑圧 諸 民 族 に 
お ける 革命 の 問題 に 対す る スパ ル タ シ スト ・ テ ン デ ン 
シー の アプ ロー チ は 、 永続 革命 の 修正 に 基づい て い 
た 。 こと これが どの よう に 、 そ し て な ぜ そ うな っ た の か を 
理解 する た め に 、 我々 の テン デン シー が その アプ ロー 
チ を 練り 上 げた 歴史 的 、 政治 的 背景 を 見 る こと が 必 
要 で ある 。 


第 二 次 世界 大 戦後 の 時 期 は 、 プリ テン と フラ ンス の 
植民 地 芝 国 の 崩壊 、 を し て ナチ ス ・ ド イツ に 対す る ソ ビ 
エト 社会 主義 共和 国連 邦 の 勝利 後に お ける その 高 ま 
っ た 権威 に より 、 民族 解放 闘争 が 高揚 し て いた 。 世界 
は 、 ソ ビエ ト 社 会 主義 共和 国連 邦 と 米 帝 国 主義 と いう 
つの 対抗 する 社会 体制 を 代表 する 二 つ の 超大 国 間 
で 分 断 さ れ た 。 この よう な 状況 の 中 で 、 抑圧 され た 国 
々 は うま く 立 ち ま わ る 余裕 を 持ち 、 多 く の 国 々 が 帝国 
主義 と の 闘争 に お ける 軍事 的 ・ 政 治 的 支援 を ソ連 邦 
に 期待 し た 。 1970 年 代 後半 まで 、 反乱 は 新 植民 地 世 
界 を 揺るが し た 。 それ は 中 国 、 朝鮮 、 イ ンド シナ 、 イン 
ド 、 キ グ 上 ロス 、 アルジェ リア 、 キューバ 、 ア ラブ 世界 、 チ リ 
な ど で あ る 。 こう し た 運動 の 先頭 に 立っ て いた の は 、 


Rousseau/Getty 
乏 国 主義 に よる 略奪 の 昔 と 今 。 上 :1900 年 頃 、 中 国 を ズタズタ に 和 
く 植民 地主 義 者 を 描い た 風刺 画 。 下 : 2023 年 5 月 、 日 本 に お ける 
帝国 主義 の G7 会 議 。 


ブル ジョ ア や 小 ブ レル ジョ ア 勢 力 で あっ た 。 ほとん どの 場 
合 、 結果 は 、 ブ プル ジョ ア 民 族 主 義文 配下 で の 形式 的 な 
独立 で あり 、 一 方 で 帝国 主義 へ の 隷属 と いう く び き は 
依然 と し て その まま で あっ た 。 


この 時 期 を 通じ て 、 国際 的 に ほとん ど 全 マル クス 
主義 左翼 の 戦略 は 、 こ うし た 運動 の 民族 主義 指導 部 
や その 政権 を 、 公 然 と 又は 批判 的 に 支持 する こと か 
ら 成 っ て いた 。 その 正当 化 は 、 植 民 地 や 新 植民 地 に 
対す る 帝国 主義 の 抑圧 が 、 民族 プル ジョ アジ ー に 客 
観 的 に 進歩 的 な 役割 を 与え 、 民族 主義 勢力 の 勝利 
が 、 ブ ル ジ ョ ア 民 主 主義 革命 の 実現 に な り 、 そ の 結 
果 、 社会 主義 へ の 道 が 開か れる だ ろう と いう も の で あ 
っ た 。「 客 観 的 過程 」 が ブル ジョ ア や 小 ブ レル ジョ ア の 
民族 主義 指導 部 を 社会 主義 に 向かわ せる と いう 主張 
に より 、 革 命 家 の 役割 は 、 彼 ら を 左 に 押し や る こと に 
縮小 され た 。 これ こそ が 、 ス ター リ ニ ス ト 政 常 と その 
毛沢東 主義 分 派 、 新 左翼 と 似非 トロ ツキ スト た ちの 
理論 的 枠組 み だ っ た 。( 第 四 イ ンタ ー ナ ショ ナル の 元 
指導 者 で ある ミシェル ・ パ ブロ は 、 結局 最後 に は アル 
ジェ リア の ベン ・ ベ ラ の ブル ジョ ア 政権 の 顧問 に 成り 
果て た 。 ) 


これ は 、 民族 解 放 闘争 の 革命 的 指導 部 を 完全 に 
耕 定 する $ も の で あっ た 。 も し 「 客 観 的 過程 」 が 解放 と 
社会 主義 を も た ら す の で あれ ば 、 革 命 諸 党 の 必要 性 
は な い 。 現実 に は 、 こ れこ そ プ ロレ タリ アー ト と 農民 
大 衆 を 民族 プレ ジョ アジ ー に 結び 付け 、 反 帝 国 主 義 
闘争 と 社会 主義 革命 を 裏切る こと を 意味 し て いた 。 
革命 家 に と っ て 、 提起 され た の は 、 反 帝国 主義 闘争 
を 前 進 さ せる 手段 と し て 、 勤労 大 衆 の 欲求 と 願望 の 
た め の 独 立 し た 行動 の 綱領 を 提供 し 、 そ の 過程 で 、 
民族 主義 者 や スタ ー リ ン ニ スト に 対抗 し て 、 勤労 大 
衆 の 先頭 に 立っ て 登場 する こと で あっ た 。 これ に 基 
づい て の み 、 帝 国 主 義 に 対す る 勝利 の 障害 物 と し て 
左翼 の 階級 協調 主義 を 暴露 し 、 真 の トロ ツキ スト 潮 
流 を 打ち 建て る た め の 分 像 と 合同 の 過程 を 開始 る こ 
と が 可能 で あっ た 。 

し か し な が ら 、 ス パル タ シ ス ト ・ テ ン デ ン シ ー は こ 
うし た 道 を 進ま な か っ た 。 民族 解放 闘争 の ブル ジョ 
ア 指導 部 と 左翼 に よる 民族 主義 へ の 追随 に 直面 し 
て 、 我々 は 、 新 植民 地 世 界 の 民族 主義 を 徹頭徹尾 
反動 的 で ある と 非難 する こと に よっ て 、 人 硬直 し た セク 
ト 主 義 的 な 路線 を 取っ た 。 左翼 の 解党 主義 に 反対 す 
る 正しい 衝動 か ら 出 発し 、 我々 は 、 新 植民 地 世 界 の 
革命 戦略 の 中 心 に 民族 解放 闘争 を 据え る と いう 永 
続 潮 命 の 核心 の 償 定 へ と 、 犯罪 的 に た どり 着い た 。 
永続 革命 を 要約 する 正統 的 な 言い 回 し は 別に し て 、 
我々 は 、 民族 解放 を 階級 闘争 と 社会 主義 革命 に 対 
直し た 。 そ うす る こと で 、 民族 解放 闘争 の 共産 主義 
指導 部 の た め の 戦 い を 体系 的 に 拒否 し 、 民族 主義 者 
と 小 ブ ル ジ ョ ア 勢 力 に よる 大 衆 へ の 支配 力 を 強化 し 
た 。 と の 一 般 的 な 枠組 み は 、 根 本 的 に 、 帝 国 主 義 へ 
の 屈服 と な っ た 。 


民族 解放 : 悩み の 種 か それ と も 革命 の 概 子 か 2 


ここ に 、 民族 問題 に 対す る スパ ル タ シ スト ・ テ ン デ 
ン シ ー の 見 解 の 二 つ っ の 典型 的 な 例 が ある 。 


[一般 的 に 自決 権 へ の 我々 の 支持 は 、 人 否定 的 で 
ある 。 つ まり 労働 者 階級 の 団結 の た め の 手段 と し 
て 、 民族 抑圧 の あら ゆる 現れ に 非 妥協 的 に 反対 
で あっ て 、 民族 の 『 自 明 の 運命 』」 と か 『 遺 産 』 の 
実現 と し て で は な く 、『 進 歩 的 な 」 民族 と か 民族 
主義 へ の 支持 と し て で も な い 。 我々 は 、 自決 権 と 
民族 解放 闘争 を 支持 する 。 それ は 民族 問題 を 歴 
史 的 議題 か ら 取 り 除 く た め で あっ て 、 別 の そう し 
た 問題 を 創り 出す た めで は な い 。 」 

ー 「 ア イル ラン ド に 関す る テー ゼ ] 、『SpartacistJ 

(英語 版 ) 24 号 、 1977 年 秋 
そし て 、 


「 多 民族 国家 内 の 被 抑圧 諸 民 族 に お いて 、 独立 
を 主張 する か どう か の 問題 は 、 異な る 民族 の 勤 
労 者 間 の 民族 対立 の 深 さ に よっ て 決ま る 。 ゃ し 単 
ーー の 国家 権力 内 で 真 の 階級 的 団結 を 不可 能 に 
する ほど 諸 関係 が 毒 さ れ て いる な ら 、 我々 は 、 民 
族 問題 を 議題 か ら 取 り 除 き 、 階 級 問題 を 前 面 に 
も た ら す 唯一 の 方 法 と し て 、 独立 を 支持 する 。 」 
ー | ケベック 民族 主義 と 階級 闘争 」 、 
『Spartacist Canada』 12 号 、 1977 年 1 月 
民族 問題 に 対す る この アプ ロー チ は 、 民族 問題 を 
社会 主義 革命 の 概 子 と し て で は な く 、 悩み の 種 と し て 、 
つま り 「 純 粋 な ] 階級 闘争 へ の 道 を 掃き 清め る た め 取 
り 除く 必要 の ある イラ イラ させ る 問題 と し て 見 な すこ と 
に 基づい て いた 。 これ は マル クス 主義 と は 何 の 関係 も 
な い 。 革命 家 の ア プロ ー チ は 、 ブレ ジョ アジ ー を 打倒 す 
る 闘争 に お いて 、 労働 者 階級 の 団結 を 鍛え 打ち 固め 
る た め に 、 あ ら め ゆる 抑圧 、 あ ら ゆ る 危機 、 あ ら ゆ る 抵抗 
行為 を 利用 する こと に ある 。 この 点 で 、 被 抑圧 諸国 に 
お ける 外国 支配 へ の 抵抗 は 、 世 界 帝 国 主義 を 打ち 砕 
く 強 力 な ハン マー に な る 。 し か し 、 ス パル タ シ ス ト ・ テ 
ン デ ン シ ー は 、 実 際 に 起こ っ て いる 社会 的 ・ 民 族 的 闘 
争 に 基づい て 社会 主義 の 闘争 を 進め る 代わ り に 、 セ ク 
ト 的 ・ 空 論 的 な や り 方 で 、 どん な 民族 的 「 不 都合 」 を 
$ ゃ 排除 し た 独自 の 理想 化し た 階級 闘争 の バー ジョ ン 
を 、 生き た 現実 に 投影 し よう と し た の で ある 。 


生涯 に わた っ て 、 レー ニン は と この よう な アプ ロー チ 
と 戦い , 特 に 、 1916 年 に お ける ダブ リン の イー スタ ー 蜂 
起 を 軽 基 の 目 で 見 な し 、 単 な る | 盲 動 」 だ と 片付け た 
いわ ゆる 社会 主義 者 た ち に 反対 し た 。 レー ニン は 、 

「 自 決 に か ん する 討論 の 総括 ] (1916 年 7 月 ) の な か に 、 
アイ ル ラ ンド の 反乱 に 関す る 一 節 を 含め た (我々 は 、 そ 
の 全 内 容 が 我々 に 向け られ た も の で ある こと に 気付 か 
まず 、 この 一 節 を 転載 し た ) 。 彼 は 次 の よう に 説明 し た 。 


「 自 決 に 反対 する 論者 の 見 解 か ら は 、 帝 国 主義 
に 抑圧 され て いる 小 民 族 の 生活 力 は すでに 渦 れ 


て お り 、 彼ら は 帝国 主義 に 反対 し て な ん の 役割 
も は た すこ と が で きず 、 彼ら の 純 民 族 的 な 志向 
を 支持 し て も な ん に も な ら な い 、 等 々 の 結論 が 出 
で くる 。 」 
我々 が 自決 権 を 拒否 し な か っ た 一 方 で 、 我々 の 全 
アプ ロー チ は 、「 民 族 問 題 ]| か ら 何 も 良 いも の は 出 て 
こない だ ろう と いう 考え に よっ て 形 付け られ た 。 レー 
ニン は 次 の よう に 続け て 言う 。 


「 こ の よう な 蜂起 を 盲 動 と 名 づけ る 人 は 、 最悪 の 反 
動 家 か 、 さ も な けれ ば 、 社 会 革命 を 生き た 現象 と し 
て 考え る 能力 を まっ た くも た な い 空 論 家 で ある 。 
「 と いう の は 、 植民 地 お よび ヨー ロッ パ に お ける 
小 民族 の 蜂起 を 伴わ ず 、 そ の 偏見 を すべ て も っ 
た まま の 小 ブ ル ジ ョ アジ ー の 一 部 の 草 命 的 爆発 
を 伴わ ず 、 ま た 地主 的 、 教会 的 、 君主 制 的 、 民 
族 的 、 等 々 の 抑圧 に た いす る 無自覚 の プロ レタ リ 
ア な ら び に 半 プ ロレ タリ ア 大 衆 の 運動 を 伴わ な 
いよ うな 社会 革命 が 可能 だ と 考え る の は 、 社 会 
革命 を 放棄 する こと を 意味 する か ら で あ る 。 きっ 
と 、 一 つの 部 隊 が ある 場所 に 整列 し て 、『 わ れ わ 
れ は 社会 主義 に 賛成 だ 』 と 言い 、 他 の 一 部 隊 が 
他 の ある 場所 に 整列 し て 、『 わ れ わ れ は 帝国 主 
義 に 賛成 だ 』 と 言え ば 、 そ れ が 社会 革命 だ と いう 
の で あろ う ! ア イル ラン ド の 蜂起 を 『 盲 動 』」 と 是 
倒す る の は 、 た だ こう いう 衡 学 的 で こっ けい な 見 
地 か ら だ け 可 能 な こと で あっ た 。 
「『 純 粋 の 」 社会 革命 を 待ち も うけ て いる 人 は 、 
いく ら 待 っ て も けっ し て 革命 に めぐ りあ えな い だ 
ろう 。 そう いう 人 は 、 真 の 革命 を 理解 し な い 、 口 さ 
きだ け の 革命 家 で ある 。 」 
民族 問題 を 「 歴 史 的 議題 」 か ら 「 取 り 除 く 」 と い 
う 方 法 は 、 被 抑圧 人 民 の 民族 感情 に よっ て 「 汚 染 さ 
れ て いな い | 「 純 粋 の | 革命 を 期待 する 以外 の 何 も $ の 
で ゃ も な い 。 


社会 主義 革命 は 、 単 一 の 戦闘 で は な く 、 多数 の 民 
主 的 、 経済 的 、 社会 的 諸 間 題 を めぐ っ て 起こ る 一 連 
の 戦闘 で ある 。 外国 支配 の く び き の 下 に ある 国々 に 
お いて 、 社 会 主義 の 闘争 の 前 提 条 件 と し て 民族 問題 
を 「 除 去 」 し よう と する こと は 、 帝 国 主 義 が 強制 し た 
低 開発 と いう 状態 が 、 社会 主義 革命 の 根本 的 な 概 子 
と し て 、 客観 的 に 民主 的 諸 任務 を 前 面 に 押し 出す こ 
と を 否 定 す る こと を 意味 する 。 永続 革命 の 核心 、 そ し 
て 1917 年 の 十 月 革命 の 中 心 的 な 教訓 は 、 農民 と すべ 
て の 被 抑圧 者 の 先頭 に 立っ た 革命 的 プロ レタ リア ー 
ト に よっ て 達成 され 、 社 会 主義 革命 へ と 成長 転化 し 
た ブル ジョ ア 民 主 主義 革命 と し て 要約 され る 。 トロ ツ 
キー は 次 の よう に 説明 し た 。 

「 民 主 主義 革命 の 指導 者 と し て 権力 に 上 りつ め 
た プロ レタ リア ー ト の 独裁 は 、 不 可 避 的 に 、 し か 
も きわ め て 急速 に 、 ブルジョア 的 所 有 権 の 深刻 
な 侵害 と 結び つい た 庄 課題 に 直面 する 。 民主 主 


義 革 命 は 直接 に 社会 主義 革命 に 成長 転化 し 、 そ 
れ に よっ て 永続 革命 と な る 。 」 
一 【 永 続 革命 論 』 
これ と は 対照 的 に 、 我々 の 全 ア プロ ー チ は 、 い か 
に し て これ や あれ や の 民主 主義 的 問題 を 議題 か ら 
「 取 り 除 く ]」 こと が で きる か を 思案 する こと だ っ た 。 
し か し 、 こ の こと は 、 北ア イル ラン ド や イス ラ エ ルン / ズ パ 
レス チ ナ の よう に 、 相互 に 浸透 し た 諸 民族 が 居住 す 
る 地域 で そう する に は 、 よ り 複 雑 で ある こと が 判明 
し た 。 その 北ア イル ラテ ンド や イス ラ エ ル / バ パレ スチ ナ で 
は 、 二 つの 民族 集団 が 同じ 領土 を めぐ っ て 自決 の 主 
張 を 競い 合っ て いる 。 スパ ル タ シ スト ・ テ ン デ ン シ ー 
は 、 そ れ 故 に 、 相互 に 浸透 し た 諸 民 族 の 場合 の た め 
の | 理論] を 創り 9 上 げた 。 イス ラ エ ル ノ ソノ パレスチナ の 
問題 に 関す る 我々 の 基礎 的 な 記事 は 、 前 提 を つけ て 
次 の よう に 主張 し て いる 。 
[パレ スチ ナ の よう に 、 諸 民族 が 地理 的 に 相互 
に 浸透 し て いる 場合 、 独立 し た 民族 国家 は 、 強 
制 的 な 分 離 (強制 的 な 人 口 移 動 な ど ) に よっ て 
の み 創 造 さ れ う る 。 従っ て 、 民主 的 な 自決 権 は 抽 
象 的 な も の に な る 。 この 勾 制 分 離 は 、 よ り 強 い 民 
族 集 団 が より 弱い 民族 集団 を 追い 出す か 、 破壊 
する こと に よっ て の み 行 使 さ れ う る 。 
「 こ うし た 場合 に は 、 民主 的 な 解決 の 唯一 の 可 
能 性 は 社会 転化 に ある 。 」 
ー「 シ オニ スト 国家 の 誕生 、 そ の 2 :1948 年 の 
戦争 |」 『Workers Vansuard』 45 号 、 1974 年 
5 月 24 日 


々 シト SPARTACIST 討論 集会 


米国 の 芋 権 
の 千 退 と 


第 四 イ ンタ ー ナ ショ ナル の た め の 綱 領 
現下 の 世界 状況 に お いて 、 社 会 主義 者 は いか に 前 進 し 、 闘う べき か 、 一 
緒 に 議論 する た め に 結 信 し よう ! 


第 2 報告 : 大 坂 正明 さん を 即時 釈放 せよ ! 


5 月 5 日 (日 ) 午後 1 時 30 分 より 

東京 都 豊島 区 西池 袋 2-37-4 池袋 駅 西口 か ら 徒歩 10 分 
と し ま 産 業 振興 プラ ザ (1KE・Biz) ( 旧 勤 労 福祉 会 館 ) 
第 2 会 議 室 


ベル ファ スト や ガザ の よう な 場所 で は 、 民族 問題 
を 議題 か ら 「 取 り 除 く 」 こと は 明らか に 不可 能 で あ 
っ た 。 こう し て 我々 は 、 革命 の 必要 性 を 宣言 し た 。 し 
か し 、 問題 全体 は 依然 と し て 残っ て いる 。 つま り 、 ど 
の よう に そこ で 革命 を 起こ すこ と が で きる の か ? 相 互 
に 浸透 し た 諸 民 族 の | 理論 ] の 背後 に ある 綱領 全体 
は 、 社 会 主義 革命 の 必要 性 を 公言 し 、 そ の 一 方 で パ 
レス チ ナ 人 と アイ ル ラ ンド の カト リッ ク 教 徒 の 民族 解 
放 闘 争 を 我々 の 革命 戦略 の 中 心 に 据え る 必要 性 を 
拒否 する こと か ら 成 っ て いた 。 その 代わ り に 、 社 会 主 
義 革命 は 、 両 民族 集団 が 、 経済 的 要求 と リベラ ル な 
連帯 に 基づき 団結 する た め 、 民族 感情 を 捨て 去る 過 
程 と 見 な され て いる 。 


民族 解放 闘争 が 革命 の 悩み の 種 で あり 、 社 会 主 
義 に 向け 戦う た め に 無視 し な けれ ば な ら な いと 考え 
る いか な る 「 マ ルク ス 主 義 者 ] も 、 せ い ぜ い 取る に 足 
りな いか 、 最悪 の 場合 、 被 抑圧 者 が 団結 の 前 提 と し 
て 民族 的 願望 を 放棄 する こと を 要求 する 支配 的 抑圧 
者 の 代理 人 で ある 。 イス ラ エ ル ノ パ レス チ ナ や 北ア イ 
ル ラ ンド で 草 命 が 起こ る 唯一 の 道 は 、 パ レス チ ナ 人 と 
アイ ル ラ ンド の カト リッ ク 教 徒 に よる 民族 解放 の た め 
の 蜂起 を 通じ て で ある 。 この よう な 蜂起 は 、 プロテス 
タン ト や イス ラ エ ル 人 の 民族 的 権利 を 侵害 する の で 
は な く 、 労働 者 を 支配 階級 と その 帝国 主義 の 後ろ 慎 
か ら 解 放し な いと いけ な い の で ある 。 アイ ル ラ ンド と 
パレ スチ ナ の 民族 主義 者 が そう し た 展望 を 持つ こと 
が で きず 、 ま た それ に 反対 し て いる か ら こ そ 、 共産 主 
義 の 指導 部 だ けが 、 当 地 で の 民族 問題 に 公正 で 民 
主 的 な 解決 を も たら すこ と が で きる 。 


全く 無能 な 兆候 と し て 、 民族 問題 に 関す る 我々 の 
見 解 を 念入り に 述べ た 重要 な 文書 で ある 「 ア イル ラン 
ド に 関す る テー ゼ ] は 、 最初 の テー ゼ で 次 の よう に 述 
べ て いる 。 


「 ア イル ラン ド の 状況 へ の 公正 で 民主 的 な 社会 
主義 的 解決 は 、 他 の 場所 で の プロ レタ リア 草 命 
の 影響 下 で の み も た ら さ れ 、 具体 的 に は 、 島 の コ 
ミュ ニテ ィ の どちら か 、 あるいは 双方 の か な り の 
部 分 の 反対 に 抗 し て 、 赤軍 の 銃剣 で 実行 され る 
か も し れ な いと いう 強い 可能 性 が 依然 と し て 残っ 
て いる 。 」 

パレ スチ ナ に 関し て 、 我々 の 記事 は 、 隣国 で の 革命 
が 起こ る まで は 、 革命 は 十 中 八 九 不可 能 で ある と 絶え 
ず 強 調 し た 。 北ア フイ ル ラ ンド や パレ スチ ナ に お ける 土着 
の 革命 の 可能 性 を 実際 に 信じ な いと 、 そ し て こう し た 
地域 で 我々 の 介入 が 不可 欠 で 決定 的 な 役割 を 果たす 
と 見 な さ な い と 、 あら か じ め 宣 言 す る こと は 、 次 の よう 
な 旗 を 掲げ る こと を 意味 する 。 すなわち 「 我 々 は 破産 

し た | と いう 旗 を 掲げ る こと を 意味 する 。 
共産 主義 者 の 任務 は 、 民族 解放 の 闘争 と 社会 主 
義 の 闘争 に 対置 する の で は な く 、 両 者 を 結合 させ る 
こと で ある 。 そう し た 展望 は 、 民族 問題 に 対す る スパ 


ル タ シ スト ・ テ ン デ ン シ ー の アプ ロー チ を 特徴 付け た 
硬直 さと 偏狭 さ で は あり 得 な い 。 つ まり 、 そ れ に は 永 
続 革命 の 方 法 と 綱領 が 必要 で ある 。 永続 革命 の 適 
用 は 、 農民 が いる 国々 と か 資本 主義 の 発展 が 遅れ て 
いる 国々 と か に 限定 され る も の で は な い 。 その 方 法 
は 、 現 代 の 共産 主義 綱領 の 正 に 核 を な す 部 分 に あ 
る 。 マ ルク ス と エン ゲル ス が ヨー ロッ パ で の 1848 年 の 
革 命 か ら 引き 出し た 中 心 的 な 教 記 は 、 民主 主義 的 ・ 
社会 的 な 闘争 の た め の プ ロレ タリ ア 指導 部 の 必要 性 
だ っ た 。 マ ルク ス と エン ゲル ス は 、 1850 年 3 月 の 「 中 央 
委員 会 の | 共産 主義 者 | 同盟 へ の 呼び か け 」| を 終え る 
に あたり 、 次 の よう に 強調 し た 。 


労働 者 は 「 最 後 の 勝 利 を 得る た め に は 、 彼 ら 自身 
が いち ば ん に 努力 し な けれ ば な ら な い 。 すなわち 、 自 
分 の 階級 利益 を 明らか に 理解 し 、 で きる だ け は や く 
独自 的 な 党 的 立場 を 占め 、 一 瞬間 と いえ ども 民主 主 
義 的 小 ブ ル ジ ョ ア の 偽善 的 な 空 文 名 に ま よ わ さ れ ず 
に 、 プ ロレ タリ アー ト の 党 の 独立 の 組織 化 を すす め な 
けれ ば な ら な い 。 彼 ら の 戦い の 関 の 声 は こう で な け 
れ ば な ら な い 一 永続 革命 、 と 。 」 


民族 主義 に 関す る レー ニン 主義 対 


国際 共産 主義 者 同 帆 : 
永続 革命 対 リ ベラ ル の 激 色 


世界 の ほとん どの 国々 に と っ て 革命 の 中 心 的 な 問 
題 は 、 民族 的 分 像 の 克服 で ある 。 この 問題 は 、 発展 
が 遅れ た 国々 で は 特に 複雑 で も る 。 そこ で は 、 支 配 
的 な 民族 (また は エス ニッ ク 的 、 宗教 的 な 集団 ) が 、 
帝国 主義 に 抑圧 され て いる 一 方 で 、 少数 民族 の 抑圧 
者 で も ある 。 これ は 、 少 し 例 を 挙げ る と 、 イ ンド 、 イラ 
ン 、 テ ュ ル キ エ の 場合 で ある 。 近東 に 関す る 記事 か ら 
引用 し た 次 の 文章 は 、 こ の 間 題 に 対す る 我々 の アプ 
ロー チ の よい 例 で ある 。 


[パレ スチ ナ の アラ ブ 人 は 、 被 抑圧 者 が 抑圧 者 と 
な っ た 民族 主義 の 犠牲 者 で ある こと を 忘れ て は 
な ら な い 。 ブル ンジ で は 、 支配 的 マイ ノリ ティ の ツ 
チ に 対す る フツ 族 の クー デ タ ー が 成功 し て いた な 
ら ば 、 被 抑圧 者 の 部 族 主義 が 抑圧 者 の 大 虐殺 の 
民族 主義 に 転化 し て いた だ ろう 。 すべ て の 民族 
主義 は 反動 的 で ある 。 な ぜ な ら 成 功 し た 民族 主 
義 は 大 虐殺 に 等 し いか ら で あ る 。 」 
ー「 近 東 に お ける 残忍 な 民族 主義 と スタ ー リ 
ニス ト の 裏切り ] 、『Workers Vanguard] 
12 号 、1972 年 10 月 
これ は 、 抑圧 され た 国々 に お ける 支配 的 民族 の 民 
族 主義 に ある どん な 矛盾 も 消し 去っ て いる 。 1994 年 
の ルワンダ に お ける ツチ 族 の 大 虐殺 は 、 フ ツ 族 の 民族 
主義 の 現実 で ある 。 し か し 、 フ ツ 民 族 主 義 は 、 米国 や 
フラ ンス の 民族 主義 と は 根本 的 に 同じ で は な い 。 そ 
れ は 、 ベ ルギー、 そ れ か ら フ ラン ス 、 そ し て 現在 の 米国 
の 帝国 主義 に よる この 地域 の 強奪 の 産物 で ある 。 そ 
れ は 、 一 つ に は 、 こ の 現実 に 対す る 反動 的 な 返答 で 


ある 。 フツ 族 対 ツチ 族 の 衝突 は 、 こ の 理解 を 抜き に し 
て 、 適切 に 取り 組む こと ゃ 解決 する こと も で き な い 。 

この 同じ アプ ロー チ は 、1979 年 の イラ ン 草 命 に 関 
する 我々 の 活動 の 基礎 に な っ て いた 。 この 中 で 、 我々 
は 、 イ ラン 国王 に 対す る ムラ ー 主 導 の 反対 派 を 、 ヒ ト 
ラー や クー・ ク ラッ クス ・ ク ラン と 同等 に 扱っ た ! 


「 組 織 化 され た プロ レタ リア ー ト や 左翼 を 含め 、 
イラ ン 社 会 の 王政 に 対す る 全 反 対 勢 力 は 、 ホ メ 
イニ の 背後 に 結集 し て いた 。 し か し 、 ホメ イニ の 
運動 の 中 村 は 、 ムラ ー (18 万 人 に の ぼる シー ア 派 
イス ラム 聖職 者 ) と バザー リス で あっ た 。 バザー リ 
ス と は 、 国 の 近代 化 に よっ て 打ち ひし が れつ つ あ 
る 伝統 的 な 商人 階級 で あっ た 。 この 伝統 的 な 社 
会 階級 は 、 経済 的 進歩 に よっ て 破 減 的 な 運命 に 
あり 、 そ れ 故 当然 な が ら 、 反動 的 な イデ オロ ギー 
と その 政治 的 表現 に 陥り や すい 。 
「 日 和 見 主義 者 に と っ て は 、 反動 的 な 体制 に 対 
し て 反動 的 な 大 衆 動 員 が あり うる こと な ど 考 えら 
れ な い 。 し か し 、 歴史 は 反動 的 な 大 衆 運動 の 例 
を 提供 し て いる 。 アド ルフ ・ ヒ トラ ー は 間違い な く 
大 衆 運 動 を 組織 し 、 ワ イマ ー ル 共和 国 を 打倒 し 
た 。 1920 年 代 の 米国 で は 、 ク ー・ ク ラッ クス ・ ク 
ラン は 、 何 万 人 も の 活動 家 を 街頭 に 動員 で きる ダ 
イナ ミッ ク に 成長 する 組織 だ っ た 。 」 
ー「 イ ラン と 左翼 : な ぜ 彼 ら は イス ラム の 反動 
を 支持 し た の か 」 、『Workers Vanguard』 229 
号 、1979 年 4 月 13 日 
ムラ ー は 反動 的 で ある 。 すなわち 、 イ ラン の イス ラ 
ム 体 制 は 、 反 女 性 で 、 反 スン ニ 派 で あり 、 さ ら に イラ 
ン 国 境内 の すべ て の 非 ペ ル シ ャ 諸 民 族 の 民族 的 権 
利 に 反対 し て いる 。 し か し 、 ムラ ー は 、 パ フラ ヴィ ー 王 
政 が 助長 し た イラ ン の 帝国 主義 的 略奪 に 対す る 反動 
的 な 返答 だ っ た 。 と の 現実 を 認識 する こと な し に 、 ム 
ラー の 大 上 衆 を ひき つけ る 力 を 切り 崩す こと は 不可 能 
で あっ た 。 我々 の プロ パガン ダ の 意味 あい は 、 1979 年 
の 動乱 の 参加 者 の 間 に 介 和信 し 、 イ スラ ム 主 義 の 指導 
者 に 幻想 を 抱い て いる 人 々 に 、 彼ら が ヒト ラー 風 の 運 
動 に 参加 し て いる と 主張 する こと だ っ た ! 


我々 の 全 要 組 み は 、 帝 国 主義 の 締め 付け か ら 自 身 
を 解放 する た め の ペ ベル シャ 大 衆 の 闘争 が 、 進歩 的 な 
も の で ある と いう 事実 を 否定 し た 。 我々 の 任務 は 、 そ 
れ が ムラ ー の 支配 下 に ある 限り 、 必然 的 に 民族 や 他 
の マイ ノリ ティ に 対し て 向け られ 、 彼 ら へ の 迫害 を も 
た らし 、 同時 に ペル シャ 人 と いう 多数 者 の 解放 自身 を 
掘り 0 有 盟 す こと に な る と 説明 する こと だ っ た 。 ムラ ー の 
支配 を 打ち 破る 唯一 の 方 法 は 、 彼 ら の 指導 が 、 国王 
と 帝国 主義 か ら の 解放 を 目指 す 大 衆 の 正当 で 進歩 
的 な 願望 に 対し て 、 い か に 障害 物 で ある か を 具体 的 
に 示す こと で あっ た 。 

エン ゲル ス の 次 の 文章 は 、 ド イツ に よる ポー ラン ド の 
抑圧 を 述べ た も の だ が 、 例 えば イラ ン の よう に 、 抑圧 さ 


れ 同 時 に 抑圧 者 で も ある 国々 に ゃ 十分 に 当て は まる 。 


「 と いう の は 、 われ われ ドイ ツ の 民主 主義 者 は 、 
ポー ラン ド の 解放 に 特別 な 利害 関係 を も っ て い 
る か ら で あ る 。 ポー ラン ト 分 割 に よっ て 利益 を 得 
た も の は ドイ ツ の 諸侯 で あっ た し 、 今 日 な お ガリ 
ツィ ア と ポー ゼン を 制圧 し て いる の は ドイ ツ の 軍 
隊 で ある 。 われ われ ドイ ツ 人 、 と くに われ われ ドイ 
ツ の 民主 主義 者 に と っ て は 、 われわれ の 国民 か 
ら こ の 汚点 を ぬぐい さる こと は 、 重大 な 問題 で あ 
る 。 一 民族 は 他 民 族 を 圧迫 し つづ け な が ら 同 時 
に 自由 に な る こと は で き な い 。 し た が っ て ドイ ツ 人 
の 圧迫 か ら ポ ー ラ ンド を 解放 する こと が 成就 し 
な けれ ば 、 ド イツ の 解放 は 成就 さん な い 。 そし て 、 
その ゆえ に ポー ラン ド と ドイ ツ は 共通 の 利害 を も 
っ て お り 、 そ の ゆえ に また ポー ラン ド の 民主 主義 
者 と ドイ ツ の 民主 主義 者 は 、 両 国民 の 解放 に 協 
力 協 働 す る こと が で きる の で ある 。 」 [強調 追加 ] 
ー-『 居 一 ラン ド に つい て | (1847 年 11 且 ) 
イラ ン と か イン ド の よう な 国々 で は 、 こう し た 国家 
内 の 少数 諸 民 族 や 人 民 が 支配 民族 に よる 抑圧 を 受 
け 続 ける 限り 、 帝 国 主義 の 従属 か ら の 解放 は 実現 し 
な い 。 後者 は 、 抑圧 され ん た マイ ノリ ティ の 解放 に 「 特 
別 な 利害 関係 ] を 持っ て お り 、 彼 ら の 最も 一 貫 し た 
擁護 者 に な ら な けれ ば な ら な い 。 と いう の は 、 こ れ を 
抜き に し て 、 彼ら 自身 の 解放 は 一 歩 ゃ る 前進 し た えな いか 
ら で あ る 。 な ぜ か ? 帝 国 主義 こそ 、 大 衆 の 極貧 状態 
に 責任 を 負っ て いる か ら で あ り 、 帝 国 主 義 こ そ 、 無数 
の 分 割 を 企 て 、 民族 と 人 民 を 訟 意 的 な 国境 内 に 押し 
込め て いた か ら で あ る 。 勤労 者 は 、 帝 国 主義 その も 
の に 反対 し て 団結 し な けれ ば な ら な い の で ある 。 帝 
国 主 義 の 制裁 に より 窒息 させ られ た 国 で 苦 役 する ペ 
ル シ ャ の 労働 者 と 農民 に と っ て 、 クル ド 人 、 バ ローチ 
人 、 ア ゼ リ 人 の 兄弟 姉妹 の 解放 を 、 彼ら 自身 の 解放 の 
た め の 戦 い の 一 部 と し て 擁護 する こと は 、 役 ら の 客 
観 的 な 利益 で ある 。 これ に は 、 彼 ら の 自決 権 、 つ まり 
分 離 の 権利 を 支持 する こと が 含ま れる 。 


支配 的 な 民族 (例え ば 、 チ ュ ル キ エ の トル コ 人 や イ 
ラン の ペル シャ 人 ) の 革命 家 た ち が 、 そ れ ぞ れ の 国 で 
抑圧 され た 民族 の 民族 的 権利 を 積極 的 に 擁護 すれ 
ば する ほど 、 帝 国 主義 者 に よる 分 割 統治 の 策略 を 放 
棄 さ せる こと が で きる 。 そう な れ ば 、 シリ ア の クル ド 人 
の 場合 の よう に 、 被 抑圧 民族 を 帝国 主義 の 手先 に し 
よう と する 米国 の 動き を 、 台 無し に する だ ろう 。 

上 記 の アプ ロー チ は 、 我々 の 展望 と は 完全 に 反し 
て いた 。 そし て その 我々 の 展望 は 帝国 主義 の 抑圧 が 
民族 主義 の 刺激 と な る と いう 事実 を 消し 去っ た 。 例 
えば 、 スリ ラン カ に 関す る 我々 の 活動 の 中 で 、 我々 
は 、 スリ ラン カ 自 由 党 の バン ダラ ナイ ク 政 権 が 取っ た 
あら め る 方 策 が 、 反 ター ミル 排外 主義 と か 微々 た る こ 
と に 突き 動か され て いた と 主張 し は ね つけ た 。 さら に 
我々 は 、 こ うし た 方 策 に は 、 帝 国 主義 に 対す る 国家 主 


権 の 主張 が 含ま れ て いる こと を 耕 定 し た 。 中 国 官僚 
に よる バン ダラ ナイ ク 政 権 へ の 支持 に 対す る 論争 の 
中 で 、 我々 は 次 の よう に 書い た 。 


「 中 国 は 、 ス リラ ンカ 共和 国 の 宣言 を 、 そ れ 自 身 
シン ハラ 排外 主義 に 露 表 で デマ ゴ ギ ッ ク に 訴え 
た も の だ が 、『 帝 国 主 義 に 対抗 し 民族 の 独立 を 
守る 長 び く 闘 汗 に お いて 、 スリ ラン カ 人 民 に よっ 
て 勝ち 取ら れ た 意義 ある 勝利 』 と まで 評 す る こと 
に し た 。 」 [強調 追加 ] 
ー | セイ ロン に お ける 『 反 常 国 主義 統一 戦線 』」 
『Youns Spartacus』 19 号 、 1973 年 9 月 -10 月 
バン ダラ ナイ ク グ 政権 が 反 タ ー ミ ル 排 外 主義 を か き 
立て た こと は 、 疑い の 余地 が な い 。 し か し 、 こ の 正しい 
認識 か ら 、 我々 は 、 シンハラ 民族 主義 が 、 そ れ 自 身 の 
血 な まぐ さい 反動 的 な や り 方 で 、 こ の 島 の ブリ テン 支 
配 に 対す る 回 答 だ っ た こと を 耕 定 す る こと に より 、 シン 
ハラ 民族 主義 と の 闘争 を 進め た 。 この 結果 、 我々 は 、 
スリ ラン カ が ブリ テン 王政 と の 関係 を 断ち 切っ た 、 ま さ 
に スリ ラン カ 共 和 国 宣言 を 一 願 だ に し な か っ た の だ ! 


スリ ラン カ の 場合 、 帝 国 主義 へ の 反対 か ら 始 め な い 
ター ミル 人 の いか な る 防衛 $、 リベラル な 帝国 主義 の 
見 解 を 反映 する こと に な る 。 これ は 帝国 主義 者 が どこ 
で ゃ 利用 する 戦略 で ある 。 つ まり 、 彼 ら の 利益 を 促進 
する た め マ イノ リティ の 和 窮 状 を 利用 し 、 全 状況 が 彼ら の 
支配 の た め に 存在 する と いう 事実 を 隠蔽 する と いう こ 
と で ある 。 スリ ラン カ も 何ら 変わ り が な い 。 我々 の 以前 
の 展望 で は 、 革命 党 に な ろう と する 小さ な 核 は 、 支配 
民族 の 労働 者 を 獲得 する た め の 糸 口 を 見 つけ る こと さ 
え で きず 、 彼ら に 対す る 民族 主義 者 の 支配 を 強化 する 
だ け で ある 。 そし て 、 押圧 され た ター ミル 人 に 訴え か け 
る 限り 、 彼 ら の 利益 に は な ら な い だ ろ う 。 な ぜ な ら 、 民 
族 対立 を 克服 し た り 、 ター ミル 人 と シン ハラ 人 双方 の 抑 
圧 者 で ある 帝国 主義 に 対す る 共通 の 闘争 を 進め た り 
する の に は 、 助け に な ら な い だ ろ うか ら で あ る 。 言い 換 
えれ ば 、 そ れ は 、 実 際 に 、 ター ミル 人 向け の リベラ ル な 
帝国 主義 の 綱領 (彼ら の 抑圧 に 対す る 非難 の 声 ) で あ 
り 、 シン ハラ 人 向け の リベラ ル な 帝国 主義 の 綱領 (ター 
ミル 人 を より 良く 扱え !) で あっ た 。 


押圧 され た 国々 で は 、 マ イノ リティ に 課さ れ た 支配 
民族 の 排外 主義 は 、 あ る 程度 まで 、 帝 国 主 義 の 略奪 
に 直面 し た 衰弱 の 結果 で ある 。 帝 国 主 義 に 対す る 戦 
い が 抑 えら れれ ば され る ほど 、 支 配 民族 は 、 民族 、 
宗教 、 そ の 他 を 問わ ず 、 国内 の マイ ノリ ティ に 敵対 す 
る 。 根本 的 に は 、 こ れ は 帝国 主義 の 抑圧 下 に ある 国 
々 の 現実 の た めで ある 。 つま り 、 も ゃ し 物質 的 発展 が 帝 
国 主義 者 を 犠牲 に し て 起こ ちら な い の で あれ ば 、 新 植 
民 地 内 の 労働 者 や 抑圧 され た マイ ノリ ティ を 犠牲 に 
し て 起こ ら ざ る を えな い 。 民族 プル ジョ アジ ー は 、 民 
族 的 ・ 宗 教 的 感情 を 利用 する こと に より 、 国 内 を 分 
断 し た まま 、 悲惨 な 状況 と 低 開 発 に 対す る 怒り を そ 
ら す こと が で きる 。 反対 に 、 抑圧 され た 国 の 内 部 で 、 
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諸 民 族 が 共通 の 抑圧 者 で ある 帝国 主義 に 対し 強く 
反対 すれ ば する ほど 、 彼 ら の 間 の 団結 は 益々 繋 密 に 
な り 、 支配 的 な 集団 の 排外 主義 は 益々 弱まる 。 


主要 な 敵 は 常 国 主義 で ある 


スパ ル タ シ スト ・ テ ン デ ン シ ー は 、 新 植民 地 や 被 抑 
圧 諸 民 族 で は 、 労働 者 や 被 抑圧 者 の 主要 な 敵 は 民 
族 プ ブルジョア ジー で ある と 主張 する こと に よっ て 、 ブル 
ジョ ア 民族 主 義 と 闘 お うと し た 。 直接 米 帝国 主義 の 
抑圧 下 に あり 、 そ の 内 的 生活 が あら ゆる 面 で この 抑 
圧 に 規定 され て いる メキ シコ に 関し て 、 我々 は 次 の よ 
うに 書い た 。「 我 々 スパ ル タ シ スト は 、 メ キシ コ に お い 
て 、 主要 な 敵 は 国内 に いる と 主張 する 。 それ は 、 帝 国 
主義 の 従 僕 で も やる メキ シコ の ブル ジョ アジ ー で ある 」 

(1 メキ シコ : NAFTA の 実行 者 は 労働 者 を 標的 に す 
る | 、『Workers Vansuard」』 748 号 、 2000 年 12 月 15 日 ) 。 
「 オ レン ジ 対 グリ ー ン で は な く 、 階 級 対 階級 !] と い 
うば か な 見 出し が 付い た 北ア イル ラン ド に 関す る 記事 
( 『Workers Vansuard』 7 号 、1972 年 4 月 ) で は 、 次 の よ 
うに 説い た 。 


「 全 資本 家 は 、 あら ゆる 場所 で 全 労 働 者 の 敵 で 
ある 。 し か し 、 あ る 国 の 労働 者 の 主要 な 戦い は 、 
いつ も 自国 プ グル ジョ アジ ー に 対抗 する も の で な 
けれ ば な ら な い 。 こう する こと で の み 、 彼 ら は 、 
海外 の 階級 兄弟 た ち に 、 他 の 国 の 労働 者 に 対し 
て 、 階級 闘争 の 言い 回 し で 自ら の 立場 を 隠し 、 彼 
ら が 資本 家 と 共に 立つ わけ で は な いこ と を 示し 、 
自分 た ちの 国際 主義 と いう 真剣 な 約束 を 与え る 
の で ある 。 」 

「 階 級 的 独立 ] を 出発 点 と 見 な し な が ら 、 こ の 俗 
物 的 な 議論 は 、 新 植民 地 国 で は 、 主要 な 敵 は 帝国 
主義 で あり 、 脆弱 な 民族 プル ジョ アジ ー で は な いこ と 
を 否定 する 。 我々 自身 が 記し た よう に 、 民族 プル ジョ 
アジ どー は た だ の 従 僕 の 役割 を 持っ て いる 。 民族 主義 
者 や さま ざま な 左翼 グレ ー プ は 、 民族 プル ジョ アジ ー 
へ の 支持 を 正当 化す る た め 、 こ の 真実 を 利用 する 。 し 
か し 、 民族 主義 者 が プラ ス を 付け る と ところ に マイ ナス 
を 付け る こと は 、 大 衆 を 民族 主義 か ら 分 像 させ る 賠 
い ゅ を 前 進 さ せ 人 し な た い 。 それ どこ ろか 、 と うし た アプ 
ロー チ は 、 労 働 者 や 農民 の 目 か ら 見 れ ば 、 共産 主義 
者 の 信用 を 和 失墜 させ る だ け で あり 、 さ ら に 外国 支配 
に 対す る 大 上 衆 の 民族 的 願望 の 唯一 の 代表 者 と し て 、 
民族 主義 者 を 押し 上 げ る だ け で ある 。 それ は 単に 帝 
国 主義 に 屈服 する だ け で ある 。 


ここ 数 十 年 間 、 国際 共産 主義 者 同盟 は 、 メ キシ コ 
に た いし 「 主 要 な 敵 は 国内 に いる | と いう 呼び か け の 
使用 を 控え て いた 。 同志 ジム ・ ロ バー ト ソ ン は 、 2000 
年 代 初頭 に 、 米国 の 手 に よる メキ シコ の 露骨 な 略 春 
を 考え れ ば 、 そ うし た 呼び か け を 掲げ る の を 止め る ベ 
きだ と 主張 し た 。 し か し な が ら 、 こ の スロ ー ガ ン の 内 
容 は 、 依然 と し て メキ シコ で の 我々 の 活動 の 指針 で 
あっ た 。 例え ば 、 こ の 介入 の 直後 、 同 志 エ ド ・C。 は 、 


メキ シコ に お ける 我々 の 任務 が 、「 帝 国 主 義 の 支配 
に 反対 する 闘争 に お いて 民族 を 指導 する こと | に あ 
る と 主張 し た 。 彼 は 、 我々 の 米国 支部 の 指導 部 に よ 
る 動議 で 、 強く 非難 され た 。 


「 メ キシ コ に 関し て 、 革命 的 、 国際 主義 的 、 プロ 
レタ リ 的 な 展望 に よっ て 導 か れず 、 代 わり に 「 帝 
国 主義 支配 に 反対 する 闘争 で 民族 を 指導 する 」 
の を 主要 な 任務 と し て 受け 入れ る 労働 者 党 は 、 プ 
ロレ タリ ア の 綱領 を 実行 する こと か ら 尻 込み する 
党 で あろ う 。 つま り そ う し た 党 は 少な く と も $ ゃ 実質 的 
に メン シェ ビ キ で あろ う 。 こう し た 党 が 階級 的 独 
立 を 維持 する 理由 は な い だ ろ う 。 」 
これ は 、 永 続 革命 の 完全 な 否定 で ある だ け で な 
く 、 実際 に は 、 帝 国 主 義 と 闘う と いう 名 目 で 、 プロ レタ 
リア ー ト を ブル ジョ アジ ー と の 同盟 に 従属 させ る スタ 
ー リ ン 主 義 の 逆 バ ー ジ ョ ン で ある 。 上 述 し た 動議 は 、 
階級 的 独立 の 名 目 で 、 和 帝国 主 義 に 対す る 闘争 を 完全 
に 放棄 し て いる 。 それ が スタ ー リ ン 主 義 で あろ うと 、 
スパ ル タ シ スト 同盟 米国 の 政治 局 で あろ うと 、 結 
果 は 同じ で ある 。 つま り 、 帝 国 主義 と の 闘争 は 、 ブ ル 
ジョ ア 民 族 主 義 者 の 手中 に ある 。 この 大 会 で は 、「 帝 
国 主 義 支配 に 反対 する 闘争 で 民族 を 指導 する こと ] 
は 、 新 植民 地 に お ける 共産 主義 者 の 任務 だ と いう こ 
と を 確認 する 。 


被 抑圧 民族 の 民族 発展 は 歴史 的 に 
進歩 的 で ある 


17 世 紀 か ら 19 世 紀 の 間 、 ヨーロッパ に お ける 民族 
国家 の 発展 は 、 封建 的 構造 を 一 掃 し 、 資本 主義 を 打 
ち 固 め る 上 で 進歩 的 な 役割 を 果たし た 。 し か し 、 帝 
国 主義 の 時 代 に は 、 資本 は 民族 国家 の 境界 を 越え 
出 て いる 。 帝国 主 義 は 、 新た な 歴史 的 基盤 の 上 で 、 
民族 抑圧 を 拡大 し 深化 させ る こと を 意味 する 。 し た 
が っ て 、 帝 国 主義 列強 に お ける 民族 運動 の 進歩 的 特 
質 が 過去 の も ゃ の で ある 一 方 で 、 被 抑圧 民族 に お いて 
は 、 民族 国家 の 発展 と 強化 と 同様 に 民族 運動 は 、 そ 
れ が 帝国 主義 の 征服 に 反対 する 限り 、 依 然 と し て 進 
歩 的 な 歴史 的 役割 を 演ずる 。 


この 基本 的 な マル クス 主義 の 真実 に 反し て 、 スパ 
ル タ シ スト ・ テ ン デ ン シ ー は 、 民族 の 強化 と 統一 は 、 
今や あら ゆる と ころ で 反動 的 だ と 主張 し た 。 これ は 、 
我々 の 南ア フリ カ 支 部 の 政治 的 支柱 の 一 つ で あり 、 

その 創立 文書 の 一 つ で ある 『 南 アフ リカ 左翼 へ の 論 

争 』 の 中 心 点 の 一 つ で あっ た 。 黒人 民族 主義 者 に 対 
する 論争 の な か で 、 我々 は 、 民族 統一 が 17 世 紀 か ら 
19 世 紀 の ヨ ー ロ ッ パ で は 進歩 的 な 発展 だ っ た と する 

一 方 で 、 次 の よう に 主張 し た 。 

「 し か し な が ら 、 今 日 の アフ リカ や アジ ア で は 、 

帝国 主義 に 依存 し 東 縛 さ れ た 脆弱 な 土着 の ブル 

ジョ アジ ー は 、 こ うし た 新 植民 地 諸国 家 を 近代 的 

な 産業 社会 に 転化 させ る こと が で き な い 。 それ 政 

に | 国造 り ] は 、 支配 的 な 民族 に よる 民族 的 ・ エ 
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スニ ッ ク 的 集団 の 抑圧 と 同じ 意味 に な る 。 」 
ー「 新 た な 統一 運動 へ の 手紙 」 (1994 年 2 月 
28 日 ) 

南ア フリ カ は 、 帝 国 主義 に よっ て 残忍 に 抑圧 され 
て いる 国 で ある 。 そこ で は 、 白 人 資本 家 の ち っ ぽ け な 
集団 が 、 強制 的 に バン ツー スタ ン に 分 断 さ れ た 黒人 
大 衆 を 支配 し て いる 。 この バン ツー スタ ン は 、 黒人 の 
アフ リカ 人 を その 民族 性 に 基づい て 隔離 する た め 、 
アパ ルト ヘイ トト 支配 者 が 設け た 地域 で ある 。 アフ リカ 
大 陸 の 他 の 地域 と 同様 に 、 南 アフ リカ の 国境 は 、 植 
民 地 抑圧 者 に より 人 為 的 に 引か れ た も の で ある 。 その 
上 で 、 こ の 抑圧 者 た ち は 、 超 挫 取 され た 黒人 労働 者 
を 支配 する た め に 、 厳格 な 隔離 制度 を 設け た 。 強制 
され た 分 断 に 対し て 、 国造 り と 団結 を 求め る 黒人 の 
アフ リカ 諸 民 族 の 願望 に 反対 する こと は 、 た だ 反動 
的 だ っ た 。 その 立場 は 、 我々 が 実際 に 「 支 配 的 な 民 
族 ] 、 つ まり 帝国 主義 者 に 支持 され た 南ア フリ カ の 白 
人 支配 階級 と 手 を 組む こと で ある 。 南ア フリ カ で 昔 
命 党 を 鍛え 打ち 固め る の に 重要 な こと は 、 ま さ に 帝 
国 主義 の 抑圧 に 対し て 、 国造 り 0 闘争 の 共産 主義 指導 
部 の た め の 闘 いで ある 。 そし て 、 そ の 聞い の 中 で 、 黒 
人 民族 主義 者 が いか に この 道 の 障害 物 で ある か を 
暴露 する こと で ある 。 


メキ シコ で は 、 カル デ ナ ス と ポピュリズム へ の 応 
想 に 対抗 する た め 、 国際 共産 主義 者 同盟 の 支部 で あ 
る メキ シコ ・ エ スパ ル タ キ スタ ・ グ ルー プ (GEM) は 、 
単に カル デ ナ ス を 非難 する こと に 頼っ て いた 。 我々 は 
彼 を 攻撃 し た 。「 彼 の 意図 は 、 メ キシ コ ・ ブ ル ジ ョ アジ 
ー の 利益 の た め に 国 を 近代 化す る こと | だ っ た の だ 
か ら で あ り 、 彼 の 歴史 的 遺産 は 、「 メ キシ コ ・ ブ ル ジ 
ョ ア 体 制 の 強化 ] で あっ た の だ か ら で あ る (「 メ キシ 
コ : NAFTA の 実行 者 は 労働 者 を 標的 に する | ) 。 プル 
ジョ ア 支配 下 で あっ て さえ 、 帝 国 主義 の 従属 に 対抗 す 
る メキ シコ の 民族 的 発展 は 、 実際 に は 非常 に 進歩 的 
で ある 。 これ を 耕 定 する こと の 破綻 は 、 実際 、 我々 自 
身 の 記事 か ら 自 明 で ある 。 我々 は 次 の よう に 書い た 。 

「 カルデナス が 権力 を 握る 二 ヵ 月 前 に 憲法 で 制 
度 化 さ れ た 有名 な 『 社 会 主義 教育 』 は 、 貧しい 人 
々 や 労働 者 を 、 より 賃 労働 に 適し た も の に し 、 プ ブル 
ジョ アジ ー に と っ て より 生産 的 に する た め 、 教 育 レ 
ベル を 引き 上 げ る と いう 目的 以外 に な か っ た 。 」 

何 白 万 人 も の 労働 者 や 農民 が 、 こ の 改革 の お か 
げ で 読み 書き を 学ん だ 。 我々 が 、 こ の 改革 は 労働 者 
や 農民 を | 賃 労働 に 適し た | も の に する た め の 策 略 
に 過ぎ な い 、 と 指摘 し た か ら と いっ て 、 彼 ら が カル 
デ ナ ス へ の 幻想 を 捨て る だ ろう と いう 考え は 、 た だ 
グロ テス ク な だ け で ある 。 我々 が 非難 で き な か っ た 
カル デ ナ ス ト の 唯一 の 改革 は 、 石油 と 鉄道 の 国有 
化 で あっ た 。 な ぜ な ら ト ロ ツ キー が この 改革 を 歓迎 
し た か ら で あ る 。 我々 は また 、 メ キシ フ 昔 命 が 単 な 
る 反動 の 乱 痴 気 外 ぎ で あり 、 メ キシ コ の スペ イン か 
ら の 独立 で さえ | 反 革命 の 独特 の に お い が し た 」 と 


主張 し た (この 問題 に 関し て 、 2023 年 5 月 発行 の 『EI 
Antimperialista』 1 号 に 詳細 に 述べ て いる GEM の 大 
会 動議 を 参照 ) 。 


マル クス 主義 者 は 、 征 服 さ れ た 民族 の 民族 的 発 
展 を 支持 し 、 そ の た め に 闘う 。 これ に は 、 帝 国 主 義 
に 対し て 向け られ る 限り 、 民族 統一 の 強化 が 含ま れ 
る 。 ブル ジョ アジ ー が 反動 階級 で ある と いう 口実 の 下 
で 、 被 抑圧 国 の 民族 的 発展 の 進歩 的 性 質 を 否定 す 
る こと は 、 単 に 帝国 主義 へ の 届 服 で ある 。 民族 主義 
者 に 反対 する た め 、 共産 主義 者 は 、 完全 な 階級 的 独 
立 を 維持 し な が ら 、 被 抑圧 諸国 の 主権 と 発展 を 前 進 
させ る 進歩 的 方 策 を 支持 し な けれ ば な ら ず 、 そ れ を 
前 に 進め る た め 大 衆 を 独自 に 動員 し よう と し な けれ 
ば な ら な い 。 労働 者 と 農民 の 蜂起 は 、 カ ル デ ナ ス や 
今日 の ロペ ベス ・ オ ブラ ドー ル の よう な 民族 主義 者 が 実 
際 に は 新 植民 地 解放 の 敵 で あり 、 大 衆 の 願望 が 反 
帝国 主義 闘争 の 共産 主義 指導 部 を 強く 求め て いる 
の を 必ず 明白 に 示す も の で ある 。 


トロ ツキ スト は 民主 主義 の 最良 の 闘士 で ある 


社会 主義 の た め の 闘 争 を 民主 主義 の た め の 聞 争 
に 対置 する 最も 顕著 な 例 の 一 つ は 、 我 々 の テン デン 
シー が 2011 年 に 採択 し た 路線 で ある 。 それ は 、 い か 
な る 状況 下 で も 誤り と し て 、 憲法 制定 議会 の 要求 を 
拒否 する と いう も の だ っ た 。(「 な ぜ 我 々 は 『 憲 法制 
定 議会 ] の 要求 を 拒否 する の か 」 、『Spartacist』 | 英 
語 版 163 号 、 2012-13 年 冬 を 参照 ) 。 こ の 立場 は 、 

「 ア ラブ の 春 」 の すぐ 後 で 採択 され た 。 この |「 ア ラブ 
の 春 」 が 起こ っ た と き 、 何 百 万 も の 人 々 が 数 十 年 に わ 
た る 独裁 支配 に 対し て 抵抗 し 、 多 数 の 左翼 グレ ー プ 
は 、 日 和 見 主義 的 根拠 に 基づき 、 憲法 制定 議会 の 
招集 を 要求 し た 。 硬直 し た セク ト 主 義 の や り 方 で 、 ア 
ラブ 大 上 衆 に 向け た 我々 の 展望 の 欠如 を 埋め 合わ せ 
る た め に 、 我々 は 憲法 制定 議会 の 要求 を 全面 的 に 
非難 し 、 そ し て それ に 人 社会 主義 革命 を 対置 する こと 
に 訴え た 。 

この 路線 の 根本 的 な 修正 主義 を 理解 する た め に 
は 、 憲法 制定 議会 の 要求 と は 何 か を 理解 する こと が 
必要 で ある 。 それ は 、 新た な 憲法 を 制定 する 目的 の 
機関 の た め の 要 求 で ある 。 我々 の 記事 が 言及 し て い 
る よう に 、 そ れ は フラ ンス 革命 に さか の ぼる 。 フ ラン 
ス 革 命 の 際 に は 、 国 民 議 会 が 中 心 的 な 民主 主義 の 
諸 任 務 を 解決 し た 。 この 任務 は 、 王制 の 廃止 、 封建 
制度 の 廃止 、 土 地 の 再 分 配 、 男性 の 選挙 権 の 拡大 
で ある 。 し た が っ て 、 そ れ は 民主 主義 の 要求 で ある 。 
近東 、 ア フリ カ 、 ラ テン アメ リカ の 広大 な 地域 な ど 、 
形式 上 の 民主 主義 の な い 資 本 主義 発展 の 遅れ た 国 
々 で は 、 大 衆 は 権利 を 奪わ れ 、 長期 に 及ぶ 独裁 の 支 
配 ま た ボナ パル ティ スト 支配 に 苦し む 国 々 で は 、 この 
要求 は 何 百 万 も の 人 々 を 活気 づけ る 。 


に も ゃ か か わら ず 、 我 々 は 、 こ の 議論 を 利用 し な が 
ら 、 そ の 要求 を 退け た 。 


「 民族 自決 、 女性 の 平等 、 耕作 者 に 土地 、 普 通 
選挙 権 、 君 主 制 へ の 反対 と いっ た 諸 要 求 は 、 そ 
の どれ も また すべ て が 、 プロ レタ リア ー ト の 闘争 
の 背後 に 大 衆 を 結集 する の に 、 決 定 的 な も の に 
な る こと が で きる 。 こう し た 諸 要求 と は 異な り 、 憲 
法制 定 議会 は 、 民主 的 な 要求 で は な く 、 新た な 
資本 主義 政府 の た め の 要 求 で ある 。 先進 資本 主 
義 国家 と 同様 に 、 半 植民 地 世 界 に お いて も 、 ブ 
ル ジ ョ アジ ー の 反動 的 な 性 格 を 考え る と 、 革命 
的 な ブル ジョ ア 議 会 は あり えな い 。 し た が っ て 、 
憲法 制定 議会 の 要求 は 永続 革命 の 展望 に 反し 
て いる 。 | [強調 追加 ] 
これ は 一 種 の ブル ジョ ア 合 理 主義 で ある 。 ブル ジ 
ョ アジ ー が 世界 史 の 観点 で 反動 階級 で ある と いう 正 
し い 前 提 か ら 、 我 々 は 憲法 制定 議会 が 常に 反革命 
的 性 格 を 有する と 推測 し た 。 正 に ブル ジョ アジ ー が 
反動 的 性 格 だ か ら こ そ 、 共産 主義 者 が 、 大 衆 の 民主 
的 な 願望 を 実現 する た め に 、 そ の 戦い で 先導 的 な 役 
割 を 担う 義務 が ある の で ある 。 大 衆 が ブル ジョ ア 議 
会 主義 を 頼み に し 、 彼ら の 願望 を 前 進 さ せる 可能 性 
憲法 制定 議会 に 見 出す 限り 、 革命 家 の 義 務 は 、 こ 
の 戦い に 加わ り 、 民主 主義 の た め の 最 も 一 貫 し た 賠 
士 と し て 自身 の 地歩 を 固め る こと で ある 。 同時 に 、 彼 
ら は 大 衆 に ブル ジョ ア 議 会 主義 の 破産 を 暴露 し 、 ソ 
ビエ ト 支 配 の 必要 性 を 説く 。 憲法 制定 議会 の 要求 
を 拒否 する こと は 、 民主 主義 革命 を ブル ジョ アジ ー 
の 手 に 委ね る こと で あり 、 そ の な か で ブル ジョ アジ ー 
は 、 大衆 の 民主 的 感情 を 利用 し て 、 大 衆 を 自身 の 階 
級 的 利益 に 従属 させ る だ ろう 。 第 思 イ ンタ ー ナ ショ ナ 
ル の 綱領 で ある 1938 年 の 過渡 的 綱領 は 、 次 の よう に 
説明 し て いる 。 


「 民 主 主義 的 綱領 を 、 た だ 頭 か ら 排 撃 す る こ 
と は で き な い 。 闘 和 争 の な か で 、 大 衆 が それ 以 
上 に 成長 し て 、 そ れ か ら 脱 け だ すこ と が 、 絶対 
に 必要 で ある 。 中 国 や イン ド の よう な 国 に は 、 
国民 議会 (憲法 制定 会 議 ) の た め の ス ロー が ガ 
ン は 、 完全 な 力 を も っ て いる 。 と の スロ ー ガ ン 
は 、 民族 解放 と 農業 改革 の 問題 と 、 不 可 分 に 
むす び つ け な け れ ば な ら ぬ 。 まず 第 一 歩 と し 
て 、 労働 者 は 、 こ の 民主 主義 的 綱領 を も っ て 
武装 され な けれ ば な ら ぬ 。 た だ 労働 者 だ け 
が 、 農 民 を 振る い お こ し 、 統一 する こと が で き 
る だ ろう 。 革命 的 民主 主義 的 綱領 を 基礎 に し 
て 、 労働 者 を 『 民 族 』 プル ジョ アジ ー に 対立 さ 
せる こと が 必要 で ある 。 そ うす れ ば 、 草 命 的 民 
主 主義 の スロ ー ガ ン の も と で の 、 大 衆 の 動員 
の ある 段階 に お いて 、 ソ ヴィ エト が お こり うる 
し 、 ま た お こら ね ば な ら ぬ 。 」 
し か し 、 ス パル タ シ ス ト は 直接 ソビエト に 進み た か 
っ た 。 我々 は 、 そ の 過程 で 、 労働 者 と 農民 を 団結 させ 、 
民族 カレ ジョ アジ ー に 対立 させ る 必要 性 を 忘れ た ! 


我々 が 憲法 制定 議会 の 要求 を 拒否 する こと に 対 


する 最も 強い 論拠 は 、1917 年 の 十 月 革命 その も の で 
ある 。 我々 の 主張 の 論理 は 、 ボ ル シ ェ ビ キ が 「 新 し い 
資本 主義 政府 」 の 樹立 を 要求 し た に も か か わら ず 、 
歴史 上 初め て 成功 裏 に 労働 者 革命 を 導い た こと を 意 
味 する 。 我々 は 、 ソ ビエ ト 権 力 樹立 の 後に 、 ボ リ シ ェ 
ヴィ キ が 憲法 制定 議会 を 解散 し た こと を 、 憲法 制定 
議会 を 要求 すま べき で は な か っ た と いう 「 証 拠 」 と し て 
利用 し た 。 実際 、 憲法 制定 議会 の 要求 は 、 ボル シェ 
ビ キ に よる 権力 獲得 に お いて 中 心 的 な 役割 を 果たし 
た 。 彼ら は 、 農民 を 動員 し て 、 臨時 政府 を 暴露 する た 
め に 、 こ の 要求 を 利用 し た 。 この 臨時 政府 は 、 常 に 憲 
法制 定 会 議 の 招集 を 延期 し よう と し て いた 。 1917 年 
12 月 に レー ニン が 書い た 「 憲 法制 定 議 会 に つい て の 
テー ゼ ]」 の 第 一 項 を 引用 する こと で 十分 で ある 。 
「 憲 法制 定 議会 招集 の 要求 が 、 革命 的 社会 民 
主 主 義 派 の 綱領 の うち に は いっ て いた の は 、 ま 
っ た くく 正当 で あっ た 。 な ぜ な ら 、 ブル ジョ ア 共 和 
国 で は 、 憲法 制定 議会 は 、 民主 主義 の 最高 形態 
だ か ら で あ り 、 ま た ケレ ンス キー を か し ら と する 
帝国 主義 的 共和 国 は 、 議会 を 創設 する に あたっ 
て 、 民主 主義 に た いす る 一 連 の 違反 に よっ て 、 選 
挙 の 偽造 を 準備 し て いた か ら で あ る 。 」 
形式 主義 者 だ けが 、 憲法 制定 議会 の 要求 と ソ ビ 
エト が いつ で も どこ で も ゃ 相容れない も の と 見 な すこ 
と が 可能 な の だ ろう 。 むし ろ 、 憲法 制定 議会 の 要求 
は 、 大 衆 を ソビエト 権力 の 展望 に 勝ち 取る た め に 、 
大 衆 と その 裏切り の 指導 者 と の 間 に 打 ち 込 む 必 要 が 
ある 槻 な の で ある 。 ボル シェ ビ キ は 、 ソ ビエ ト 権 力 が 
樹立 され た 後に の み 、 す な わ ち 、 大 衆 が 闘争 の な か 
で 民主 的 綱領 を の り 越 え 、 憲法 制定 議会 が 反革命 
の 道具 と な っ て し まっ た 時 に の み 、 こ の 議会 を 解散 し 
た の で ある 。 


中 国 の 経験 と 憲法 制定 議会 の 要求 に 関す る 『 ス 
パル タ シ ス ト 』 の 記事 の 中 心 的 な 主張 は 、 様 々 な 程 
度 の 誹謗 中 傷 の 寄せ 集め で ある 。 我々 は 次 の よう に 
主張 する 。 1928 年 と 1932 年 の 間 に 書 か ん た トロ ツキ 
ー の 著作 、 す な わ ち 、 彼 が 再び 憲法 制定 議会 の スロ 
ー ガ ン を 掲げ た と き の 著 作 に は 、「 混 乱 と 矛盾 」 が あ 


る 。 我々 は 、 彼 が この スロ ー ガ ン を 「 見 当 外れ に も |」 
掲げ 、「 憶 測 」 に 従事 し 、「 ブ ル ジ ョ アジ ー と その 改 
良 主 義 の 代理 人 た ち が 、 反乱 し た プロ レタ リア ー ト に 
対す る 道具 と し て 、 選出 され た 議会 を 巧み に 使っ た 
多く の 歴史 的 事例 を 無視 し た | と 書い た 。 トロ ツキ ー 
は 、1925-27 年 の 革命 の 敗北 後に 、 ス ター リン と コミ 
ン テ ル ン の セク ト 主 義 路 線 に 反対 し て 、 中 国 で この 要 
求 を 掲げ た 。 この 要求 は 、 国 民 常 に よる 反革命 的 な 
軍事 独裁 の 時 期 に 、 労働 者 大 衆 の 間 に 中 国共 産 党 
の 権威 を 再度 確立 する 極め て 重要 な 手段 で あっ た 。 
トロ ツキ ー は 「 混 乱 ] し て いた の で は な い 。 この 問題 
に 関す る 彼 の 著作 は 、 極めて 明瞭 で ある 。 実際 、 我 
々 の 路線 は 、 こ の 要求 を 日 和 見 主義 と 呼び 、 そ れ を 
掲げ る の を 拒否 し た 1928 年 の スタ ー リ ン 下 の コミ ン テ 
ルン を お うむ 返し に 言っ た も の で ある 。 


この 大 会 は 、 憲法 制定 議会 の 要求 が 原則 的 だ と 
再度 断言 する 。 も ちろ ん 、 多 く の 改 良 主義 者 た ち は 、 
この 要求 を 悪用 し 、 ブ ル ジ ョ ア 民 主 主義 に 幻想 を 作 
り 上 げ る の に 利用 する 。 この 要求 だ け で は 革命 的 で 
は な い 。 この 要求 を 掲げ る に は 、 革命 的 綱領 に 結び 
付け られ て いな けれ ば な ら な い 。 この 綱領 は 、 大 衆 
を 団結 させ ブル ジョ アジ ー に 対置 する 仕方 で 、 民族 
解放 と 農民 問題 に 取り 組む も る の で ある 。 


民族 問題 と スタ ー リ ニス ト の 抑圧 


帝国 主義 者 が 、 さ ま ざ ま な 資本 主義 復活 勢力 を 
煽動 する た め 、 モ スク ワ 官 僚 に よる 非 ロ シア 諸 民 族 
の 抑圧 に 付け 込む な か で 、 ス パル タ シ ス ト ・ テ ン デ ン 
シー に は 、 ツ 連 略 に お ける 資本 主義 反革命 と の 戦い 
で 、 民族 問題 が 突き 付け られ た 。 国際 共産 主義 者 同 
盟 は 、 堕落 し そし て 歪曲 し た 労働 者 諸国 家 を 無 条件 
に 防衛 する こと で 際立っ て いた 。 し か し な が ら 、 国際 
共産 主義 者 同盟 自身 の 綱領 は 、 プロ レタ リア 政治 
命 の 原動力 と し て の 民族 抑圧 に 対す る 戦い を 否定 す 
る こと で 、 こ の 戦い を 弱体 化 さ せ た 。 そし て この 武器 
を 、 帝 国 主義 者 と その 現地 代理 人 に 手渡 し た の で あ 
る 。 その 最も 早く 最も 明瞭 な 例 は 、 ポ ー ラ ンド に お け 
る 反革命 の 連帯 運動 に 対す る 1980 年 代 の 戦い で あ 
っ た 。 この 連帯 運動 は 、 ク レム リン の 支配 下 で 大 衆 
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が 深く 感じ 取っ た 民族 抑圧 に 主 に 基づき 、 台頭 し 、 
労働 者 階級 の な か で 支持 を 打ち 固め た 。 

ポー ラン ド は 、 第 二 次 世界 大 戦後 、 ツ ソ連 軍 が 進駐 
し ブル ジョ アジ ー の 収奪 を 通し て 上 か ら 労 働 者 国家 
を 創設 する 前 に 、 何 世紀 に も わた り 民 族 抑 圧 に 苦し 
ん で いた 。 その 社会 的 転覆 は 、 ポ ー ラ ンド と ソ連 の 労 
働 者 の 大 き な 勝 利 で あり 、 帝 国 主義 と 反革命 か ら 無 
条件 に 防衛 する 必要 が あっ た 。 し か し な が ら 、 東 ドイ 
ツ や 東欧 全土 に お ける と 同様 に 、 ポ ー ラ ンド の 労働 
者 国家 は 、 ロ シア の スタ ー リ ニス ト 官 僚 の 支配 下 で 、 
官僚 主義 的 に 歪曲 され て 誕生 し た 。 そ の スタ ー リ ニ 
スト 官僚 は 、 新た な 社会 的 諸 条 件 の 下 で 、 ポー ラン ド 
の 民族 抑圧 を 継続 し た 。 そ の 理由 は 、| 一 国 社会 主 
義 ] と いう スタ ー リ ニス ト の 綱領 の 核心 に 触れ る 。 一 
国 で の 、 あ る い は 数 カ国 に お ける プロ レタ リア 革命 
は 、 真 の 民族 平等 と 諸 民 族 の 同化 へ の 道 を 切り 開 
く 。 し か し 、 こ の 結果 は 、 欠乏 の 問題 を 最終 的 に 打 
破 す る 世界 社会 主義 経済 体制 を 建設 し 発展 させ る こ 
と を 通じ て の み 、 達 成 さ れる 。 その 段階 に 達する 唯 
一 の 道 で ある 世界 革命 の た め の 闘 争 に 反対 し て 、 モ 
スク ワ か ら 北 京 ま で の スタ ー リ ニス ト 体 制 は 、 そ れ ぞ 
れ の 社会 に お ける 支配 的 民族 の 特権 的 地位 を 防衛 
し て いる 。 


戦後 、 ス ター リ ニ ス トト 支配 が 東欧 へ と 拡大 し た こ 
と で 、 ポー ラン ドド 人 や ハン ガリ ー 人 な ど を 踏み に じ っ 
て いた の は 、 今 や 「 共 産 主義 者 ]」 で あっ た 。 始め か 
ら 、 ト ロ ツ キス ト は 、 社 会 革命 の 獲得 物 を 防衛 し 、 そ 
れ を 国際 的 に 拡大 する た め 、 労働 者 階級 の 政治 権 
力 に 向け た 綱領 の 中 心 に 、 民族 の 権利 と プロ レタ リ 
ア 民 主 主義 の 闘争 を 据え る 必要 が あっ た 。 し か し 、 
これ こそ 国際 共産 主義 者 同盟 が 拒否 し た も の で あ 
る 。 我々 は 、 政治 革命 の 必要 性 を 動機 づけ る た め 、 
民族 抑圧 の 感情 を 利用 する 代わ り に 、 そ うし た 感情 
を 徹底 し て 反革命 だ と 無視 し 、 抑圧 され た 人 々 に よ 
る 民族 主義 の 表 出 を 、 反 ユ ダ ヤ 主 義 、 聖職 者 、 反 女 
性 、 ナ チ ス 愛好 者 な ど と 片づけ た 。 これ は 、 1956 年 
の ハン ガリ ー の 教訓 に 完全 に 反し て いた 。 ハン ガリ 
ー で は この 時 、 発展 し つつ ある 労働 者 政治 革命 が ス 
ター リン 主義 に 対し て 民族 蜂起 の 形 を 取っ た 。 


ソ連 邦 の 崩壊 を 踏ま えて 国際 共産 主義 者 同盟 
の 展望 を 要約 する 形 で 、1992 年 の 国際 大 会 文書 は 
次 の よう に 述べ て いる 。「 ス ター リ ニ ス ト 体 制 の 月 
壊 は 、 プ ロレ タリ ア 政 治 革命 か 資本 主義 反革命 の 
いずれ か に 導く だ ろう が 、 そ れ は 、 危急 の 時 の 労働 
者 階級 の 政治 的 意識 、 つ まり 、 ブル ジョ ア 民 主 主義 
的 幻想 と 反 ソ 民族 主義 と 対比 し て の 社会 主義 的 願 
望 の 相対 的 な 力 に 依存 し て いる 。(『Spartacist』 | 英 
語 版 147-48 号 、1992-93 年 冬 、『Spartacist』 1994 年 1 
月 ) 。 この 主張 は 、 本 質 的 な 真理 を 述べ て は いる が 、 
社会 主義 的 意識 と 民族 民主 主義 的 願望 と の 間 の 完 
全 な 対立 を 描い た だ け で ある 。 1981 年 、 ポ ー ラ ンド 
の 反革命 家 た ち が 権 力 獲得 に 乗り 出し た と き 、 ス パ 
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ル タ シ スト ・ テ ン デ ン シ ー が 要求 し た こと は 正しかっ 
た 。 すなわち 、 連帯 の 反革命 を 阻止 せよ ! し か し 、 問 
題 は これ を どの よう に 実現 する か で あっ た 。 


必要 だ っ た の は 、 反革命 の 民族 主義 者 と スタ ー リ 
ニス ト に 対抗 し て 、 労働 者 の 社会 主義 的 願望 と 民族 
の 諸 権利 の 防衛 を 結合 させ る こと で あっ た 。 労働 者 
を 連帯 か ら 分 裂 さ せる た め に 、 ト ロ ツ キス ト は 次 の こ 
と を 説明 する 必要 が あっ た 。 すなわち 、 連帯 の 綱領 
は 、 労働 者 を 直 に 和 帝 国 主義 の 屈 従 へ と 導き 、 民族 抑 
圧 を 深化 させ 、 資本 主義 の 打倒 の 結果 と し て も た ら 
され た 社会 的 獲得 物 を 破壊 し 、 ス ター リ ニ ス ト の 裏 
切り の 支配 に 対す る 共通 の 闘争 の な か で 、 ポー ラン ド 
と ロシア の 労働 者 を 団結 させ る と いう 展望 を ぁ 破 壊 
する も の だ と いう こと で ある 。 トロ ツキ スト は 、 独立 し 
た ポー ラン ド の 労働 者 共和 国 の た め の 要 求 を 、 ヤ ル 
ゼル スキ と クレ ムリ ン の 官僚 た ち を 放 乏 し 、 帝 国 主義 
に 対す る 闘争 で ポー ラン ド と ソ連 の 労働 者 を 団結 さ 
せる と いう 要求 と 結び 付け る 革命 的 な 国際 主義 繝 領 
を 対抗 させ る こと が 必要 で あっ た 。 


民族 抑圧 と の 戦い に 着手 する の を 拒否 する こと に 
より 、 スパ ル タ シ スト ・ テ ン デ ン シ ー は 、 こ うし た 革命 
的 防衛 主義 の 展望 を 決し て 打ち 出す こと が で き な か 
っ た 。 モス クワ に よる 支配 に 慎 企 する 大 衆 に た いし 代 
わり に 提供 で きる の は 、 ポー ラン ド と ロシア の 労働 者 
の 「 歴 史 的 団結 」 に 対す る 空 虎 な アピ ー ル と 、 労 働 
者 国家 を 擁護 する た め に 人 硬直 化し た クレ ムリ ン の 官 
僚 カ ー ス ト へ の 依存 だ け だ っ た 。 ポー ラン ド と ソ連 の 
スタ ー リ ニス ト 政 府 が 連帯 阻止 に 動い た と き 、 ス パル 
タ シ ス ト ・ テ ン デ ン シ ー は 、 次 の よう に 宣言 し て 、 ト ロ 
ツキ スト の 防衛 主義 を ひっ くり 返し た 。 


「 も る し クレ ムリ ン の スタ ー リ ニス ト た ち が 、 彼ら の 
必然 的 に 残忍 で ば か げた な や り 方 で 、 連帯 を 阻 
止 す る た め 軍 事 介入 する な ら ば 、 我々 は これ を 支 
持 す る 。 我々 は これ に 前 も っ て 責任 を 負う 。 す な 
わ ち 、 彼ら が た と えど ん な ば か げた こと 、 残虐 行 
為 を 犯 そ うと ゃ も 、 我 々 は 連帯 に よる 反革命 の 鎮 
圧 を 防衛 する こと に 尻込み は し な い 。 」 

ー 連帯 の 反革命 を 阻止 せよ | 『Workers 

Vanguard』 289 号 、1981 年 9 月 25 日 
これ は スタ ー リ ニス ト 官 僚 制 へ の 政治 的 支持 声明 
で あっ た 。 それ は 、 そ の 綱領 全体 が ソ連 と ポー ラン ド 
の 労働 者 国家 の 防衛 を 掘り 有明 す スタ ー リ ニス ト か ら 
政治 権力 を 奪い 取る た め 、 両国 の 労働 者 を 動員 する 
こと に 完全 に 反し て いる 。 


国際 共産 主義 者 同盟 は 、 民族 問題 で スタ ー リ ン 
主義 へ の 屈服 を 「 理 論 的 ]」 に 正当 化す る な か で 、 自 
決 や 他 の 民主 的 諸 問題 は 、 労働 者 国家 の 防衛 に 、 す 
な わ ち | 階級 問題 」 に 従属 する と 繰り 返し 宣言 し た 。 
確か に 、 ロ シア の 内 戦中 に メン シェ ビ キ が ジョ ー ジ ア 
で 行っ た よう に 、 帝 国 主義 に 支持 され た 勢力 が 、 反 
革命 の 結集 点 と し て 、 民族 民主 主義 の 旗 を 掲げ た 多 


く の 歴 史 的 事例 が 存在 し て いる 。 そう し た 場合 、 労 
働 者 国家 の 防衛 は その 時 点 で の 主要 な 必要 事 で は 
ある 。 し か し 民族 抑圧 と いう 現実 と それ と 戦う 必要 性 
を 消し 去る こと は し な い 。 し か し 、 国際 共産 主義 者 同 
盟 は こう し た 歴史 を 悪用 し 、 労働 者 国家 に お ける 民 
主 的 で 民族 的 な 諸 権 利 の た め の 闘 争 を 全面 的 に 拒 
償 し た 。 これ は 、 ソ ビエ ト 労 働 者 国家 に お ける 大 ロ シ 
ア 排 外 主 義 の いか な る 痕跡 を も 取り 除く と いう レー 
ニン の 戦い に 真っ 向 か ら 対立 し て いた 。 レー ニン が 
彼 の | 最後 の 闘争 | を 行っ た の は 、 メ ン シ ェ ビ キ の 敗 
北 直 後 の ジ ョ ー ジ ア に あっ た 。 この 闘 省 は 、 ロ シア の 
抑圧 に 対す る ジョ ー ジ ア に 深く 根差し た 不満 を 悪意 
を 持っ て 踏み に じ っ て いた スタ ー リ ン と その 仲間 に 対 
し て な され た も の で ある 。 国際 共産 主義 者 同盟 に 対 
する 論争 だ っ た か も し れ な いも の の な か で 、 レー ニン 
は 次 の よう に 書い た 。 


「 抑 圧 民 族 の 民族 主義 と 被 抑 圧 民 族 の 民族 主 
義 、 大 民族 の 民族 主義 と 小 民 族 の 民族 主義 と を 
区 別 す る 必要 が ある 。 … 
「 問 題 の この 側面 を 不 注意 に 扱い 、『 社 会 民族 
主義 』 と いう 非難 を 不 注意 に 投げ つけ る グル ジ 
ア 人 [スタ ー リ ン と オル ジョ ニキ で ゼ を 指す ] (と こ 
ろ が 、 彼 自身 が ほん と う の 、 真 の 『 社 会 民族 主義 
者 』 で ある ば か りか 、 粗暴 な 大 ロシア 人 的 デル ジ 
モル ダ な の だ ) は 、 そ の じ つ プ ロレ タリ ア 的 階級 
連帯 の 利益 を そこ な う 者 で ある 。 な ぜ な ら 、 民族 
的 不 公 正 ほ ど 、 プロ レタ リア 的 階級 連帯 の 発展 と 
強固 さ を 阻 害する $ も の は な く 、 ま た 、 平 等 感 と この 
平等 の 侵害 一 た と え 不 注意 か ら の 侵害 に せよ 、 た 
と え 冗 談 の つも り で な され た 侵害 に せよ 一 ほど 、 
自分 の 同志 で ある プロ レタ リア に よっ て この 平等 
が 侵害 され る こと ほど 、『 傷 辱 さ れ た 』 民族 の 人 
々 が 敏感 に 感じ る も の は な いか ら で あ る 。 そこ で 、 
この 場合 に は 、 少数 民族 に た いす る 譲歩 と お だ 
や か さ の 点 で ゆき すぎ る ほう が 、 ゆき た りな いよ り 
は まし で ある 。 だ か ら 、 こ の 場合 に は 、 わ れ わ れ が 
民族 問題 に た いし て けっ し て 形式 的 な 態度 を と ら 
すず 、 抑圧 (また は 大 ) 民族 に た いす る 被 抑圧 (また 
は 小 ) 民族 の プロ レタ リア の 態度 に か な ら ず 見 ら 
れる 違い を つね に 考慮 に いれ る こと が 、 プロ レタ 
リア 的 連帯 の 、 し た が っ て また プロ レタ リア 連帯 
の 、 し た が っ て また プロ レタ リア 的 階級 闘争 の 、 
根本 的 利益 か ら み て 必要 な の で ある 。 」 
ー 民 族 問題 また は | 自治 化 ] の 問題 に よせ て 
(つづ き ) (1922 年 12 月 31 日 ) 
レー ニン の 闘争 に 反対 し て 、 国際 共産 主義 者 同 
盟 が 反革命 か ら 引 き 出し た 教訓 は 、 労働 者 国家 に お 
ける あら め ゆる 民族 感情 の 表 出 を 反革命 だ と さら に 力 
を 入れ て 非難 する こと に し た 。 これ が 、1993 年 10 月 に 
国際 執行 委員 会 (IEC) に よっ て 採択 され た 文書 の 
背景 で ある 。 この 文書 は 、 ト ロ ツ キー に よる 独立 ソ ビ 
エト ・ ウ クラ イナ の 要求 を 拒否 し た (「 ト ロ ツ キー に よ 
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る 独立 ソビエト ・ ウ クラ イナ の 擁護 に 関し て 」『 ス パ 
ル タ シ スト [英語 版 ] 49-50 号 、 1993-94 年 冬 を 参照 
の こと ) 。 トロ ツキ ー は 、 第 二 次 世界 大 戦 が 迫る な か 
で 、 こ れ を 緊急 な 要求 と し て 掲げ た 。 この 要求 は 、 ス 
ター リン の 支配 下 で 残忍 な 抑圧 に 苦し ん で いた ウ ク 
ライ ナ 大 衆 の 公正 な 民族 感情 を 導く こと を 意図 し た 
も の で ある 。 そし て それ は 、 ツ ソ連 に お ける 政治 革命 と 
その 時 資本 主義 支配 下 に あっ た ウクライナ の 西部 で 
の 社会 主義 革命 に 向け て 導 こ うと し た も の だ っ た 。 ト 
ロ ツ キー は 、 ボ ル シ ェ ビ キ ・ レ ー ニ ン 主 義 者 (トロ ツキ 
スト ) に た いし て 、 ヒトラー 主義 者 や 他 の ウクライナ 民 
族 主 義 の 反革命 支持 者 か ら 十 月 の 獲得 物 を 防衛 し 
拡大 する の に 欠か せな いと し て 、 こ の 大 義 を 擁護 する 
よう は っ きり と 呼び か けた の で ある 。 


国際 共産 主義 者 同 盟 は これ の すべ て を 拒 耕 し 
た 。 国際 執行 委員 会 の 文書 は 、 遠慮 が ちな 言い 表し 
で 、 1939 年 の 状況 の 経験 的 評価 の 観点 か ら 、 ト ロ ツ 
キー の 呼び か け を 拒否 し た 。 例え ば 、 我々 は 、 ト ロ ツ 
キー が 「 ウ クラ イナ 大 上 衆 の 間 の 反 ソ 的 態度 を 過大 評 
価 し て いた 」 と か 、 ま た 親 ナ チ の ウクライナ 民族 主義 
者 は 「 多 数 の 支持 者 を 決し て 勝ち 取る こと が で き な 
か っ た 」 と 書い た 。 それ は また 、 次 の よう に 暗示 し な 
が ら 、 ト ロ ツ キー の 立場 を 著しく 改ざん し た 。 す な わ 
ち 、 我々 は 、 ト ロ ツ キー が 「 ウ クラ イナ 国内 に 限定 し 
た | 政治 革命 を 主張 し た こと を 示唆 し た 。 また は 、 私 
た ち は 「 実 際 最初 か ら そ の 革命 自身 を 拡大 する 必要 
が ある だ ろう 。 それ は 、 ソ 連邦 一 帯 に スタ ー リ ニス ト 
官僚 制 に 対す る 決定 的 な 闘争 に 導く だ ろう 」 と 書い 
た 。 し か し 、 ト トロツキー が 独立 ソビエト ・ ウ クラ イナ を 
要求 し た の は 、 正 に ソ連 邦 の 政治 革命 と 西側 の 社会 
主義 革命 を 促進 する た めで あっ た の だ ! 

この 文書 の 結論 部 分 は 、 そ の 偏向 し た 議論 の 目 
的 が 、 ス ター リ ニ ス ト の 抑圧 に 対し て 向け られ た 自決 
の すべ て の 要求 に 反対 する こと だ っ た と 明らか に し 
て いる 。 文書 は 次 の よう に 記し て いる 。 ソ連 邦 の 末期 
に 勃発 し た 民族 運動 は 、「 初 めか ら 、 公然 と 親 資本 
主義 で 親 帝 国 主義 の 勢力 に よっ て 組織 され 、 推進 さ 
れ 、 指導 され た 」 も の で あり 、「 あ まね く 、 資 本 主義 の 
復活 と 西側 帝国 主義 秩序 へ の 統合 を 達成 する た め 
の 手段 と みな され た 。 」 し か し 、 だからこそ トロ ツキ ス 
ト は 、 東 欧 と ソ連 邦 の 構成 共和 国 の 諸 民 族 の 民族 
的 権利 に 向け た 共産 主義 の 闘争 を 行う 義務 が あっ 
た 。 それ は 、 大 上 衆 を あら ゆる 親 帝 国 主義 勢力 か ら 分 
製 させ 、 プロ レタ リア 国際 主義 の 綱領 に 勝ち 取 ろ うと 
する と と で ある 。 


国際 共産 主義 者 同盟 が 、 ト ロ ツ キー に よる 独立 ソ 
ビエ ト ・ ウ クラ イナ に 向け た 呼び か け の 拒否 を 撤回 す 
る の は 極め て 重要 で ある 。 これ は 単なる 歴史 的 な 記 
録 の 問題 で は な い 。 中 国 で は 、 帝 国 主 義 者 た ち は 、 こ 
の 労働 者 国家 の 打倒 を 促進 する た め 、 長い 間 、 中 国 
共産 党 の 漢 排外 主義 に よる チベット 人 や ウイ グル 人 な 
どの 抑圧 に 付け 込ん で きた 。 トロ ツキ ー の 綱領 的 な 


アプ ロー チ は 、 チ ベッ ト 人 と ウイ グル 人 の 民族 的 な 不 
満 を 反動 家 た ちか ら 引 き 離 し 、 ス ター リ ニ ス ト 支 配 に 
対す る プロ レタ リア 的 反対 の 強力 な 流れ に 導く た め 
の 介入 に と っ て 、 緊急 に 必要 で ある 。 そし て 1949 年 の 
革命 の 獲得 物 を 防衛 し 拡大 する 政治 革命 の 概 子 と 
し て 民族 自決 権 を 擁護 する の で ある 。 


他方 で 、 我 々 の 古い 宣伝 が た び た び 行っ た よう 
に 、 ス ター リン ニス ト を 単に 「 民 族 主 義 者 」 だ と 非難 
する だ け で は 不 十分 で ある 。 つま り 必 要 な こと は 、 ト 
ロ ツ キス ト 指 導 部 だ けが 、 民族 抑圧 、 ス ター リン 主 
義 、 反 革命 、 帝 国 主 義 に 対抗 する 共通 の 闘争 の な 
か に 、 多 数 民族 と 少数 民族 の 人 々 を 団結 させ る こと 
が で きる の を 指摘 する こと で ある 。 中 国 の 大 衆 は 、 
いま だ 存在 し て いる 他 の 金曲 され た 労働 者 国家 の 
大 衆 と 同様 に 、 帝 国 主 義 の 銃口 が 向け られ 、 そ し て 
帝国 主義 に 経済 的 に 服従 させ られ て いる 。 そし て 、 
彼ら の 民族 主義 は この 抑圧 に 対す る 反動 で も る 。 こ 
うし た 社会 で は 、 ス ター リ ニ ス ト は 、 帝 国 主 義 に 対す 
る 民族 の 防衛 者 と し て 自身 を 打ち 出す の で ある 。 労 
働 者 国家 の 創設 は 、 真 の 民族 解放 の 基礎 を 据え る 
質 的 な 踏み 段 で あっ た 一 方 で 、 こ の 解放 は 、 ス ター 
リ ニ ス ト 官 僚 と その 帝国 主義 と の | 平和 共存 ]」 へ の 
依存 に より 、 こ と ご ど と く 妨 げ ら れ て きた 。 要する に 、 
スタ ー リ ン 主 義 は 民族 解放 の た め の 綱 領 で は な い 
の で ある 。 


ヒコ ヒコ ヒコ 


1970 年 代 半 ば に 、 ス パル タ シ ス ト ・ テ ン デ ン シ ー 
は 、 ス リラ ンカ の 草 命 的 労働 者 党 (RWP) の エド モ 
ンド ・ サ マラ コディ に よっ て 、 民族 問題 と 帝国 主義 の 
綱領 に 関し て 挑 ま れ た 。 サ マラ コディ は 、 相当 な 書簡 
の な か で 、 正しく 我々 の 綱領 の 重要 な 欠陥 を 明らか 
に し た 。 彼 は 、 我々 が 被 抑 圧 国 と 抑圧 国 を 区 別して 
いな いこ と 、「 常 国 主 義 者 と 土着 の ブル ジョ アジ ー と 
の 間 の 一 方 的 な 利害 の 一 致 」 を 主張 し て いる こと 、 
帝国 主義 が 「 世 界 の 労働 者 階級 の 主要 な 敵 ] だ と い 
うこ と を 否定 し て いる こと を 指摘 し た 。 サマ ラコ ディ 
は 1975 年 の 書簡 で 次 の よう に 説明 し て いる 。 


「 民 族 プ レル ジョ アジ ー は 錠 国 主義 の 代理 人 で あ 
る と いう レー ニン 主義 ・ ト ロ ツ キー 主義 の 正しい 
立場 か ら 、 SLIL ス パル タ シ ス ト 同 盟 ] は 、 民族 ブル 
ジョ アジ ー と か そう し た 封建 的 資本 主義 の 支配 
者 と 常 国 主義 者 と の 間 に は 矛盾 が な いと いう 誤 
っ た 結 褒 を 引き 出し て いる 。 し た が っ て 、 SL は 、 
被 抑圧 国 に お ける 帝国 主義 の 代理 人 、 す な わ ち 
民族 プル ジョ アジ ー は 間 国 主義 その も の で あり 、 
植民 地 と 半 植 民 地 諸国 に お ける 唯一 の 闘争 は 
反 資 本 主義 の 闘争 で あり 、 反 帝 国 主義 の 闘争 は 
存在 し な いと 結論 付け る 。 」 

ー「 民 族 問 題 : RWP-SL/ 米 国 の 相違 」 1975 年 


10 月 31 日 、『 国 際 討 諭 プ リティ ン 』 7 号 (1977 
年 3 月 ) 
ナマ ラコ ディ が アイ ル ラ ンド 、 イ ズラ エル 、 午 プロ 

ス や ケベック に 関し て 引き 出し た 政治 的 結論 は 間 違 
っ て お り 、 また 我々 は RWP と 他 の 意見 の 相違 が あっ 
た 。 に も か か わら ず 、 彼 は この 問題 に 関す る 我々 の 方 
法 の 批判 に お いて 、 本 質 的 に 正しかっ た 。 彼 の 挑戦 
は 、 ス パル タ シ ス ト ・ テ ン デ ン シ ー に と っ て 、 根 本 的 に 
方 向 を 改め る 機会 を 与え を た 。 し か し その 代わ り 、 我々 
は 修正 主義 の 路線 を 強化 させ 、 こ の グル ー プ と の 潜 
在 的 な 合同 か ら 自 身 を 遮断 し 、 新 植民 地 世 界 そ の も 
の か ら 自 ら を 閉ざし た の で ある 。 


2017 年 の 民族 問題 に 関す る 闘争 に よっ て 
の み 、 こ と の 要 組 み に 最 初 の 打撃 が 与え られ た 
(『Spartacist」 [英語 版 ] 65 号 、 2017 年 夏 を 参照 の 
こと ) 。 この 闘争 は 、 ケ ベッ ク や 他 の 場所 に 関す る 数 
十 年 に 也 っ た 排外 主義 の プロ パガン ダ を 覆し 、 初 め 
て 、 民族 解放 闘争 が 革命 の 原動力 で ある と いう 極 
め て 重要 な 理解 を 打ち 出し た 。 し か し 、 2017 年 の 戦 
い の 政 治 的 内 容 に は 根本 的 な 欠陥 が あっ た 。 第 一 
に 、 そ れ は 、 我 が テン デン シー の 歴史 的 指導 者 、 ジ 
ム ・ ロ バー ト ソ ン が 民族 問題 に た いす る 正しい アプ 
ロー チ を 持っ て いる と いう 思い 込み に よっ て 形成 さ 
れ 、 そ れ ゆ え 、 永続 革命 に 反し て いる 多く の 立場 を 
支持 し て いた 。 第 二 に 、 民族 解放 闘争 の 共産 主義 
指導 部 の 必要 性 を 打ち 出す こと な し に 、「 民族 問題 
に 関す る レー ニン 主義 」 を 語る こと は で き な い 。 とこ 
の 問題 が 2017 年 の 戦い に お いて 何 の 役割 も 果たさ 
な か っ た の で 、 古 い 綱 領 が 、 被 抑圧 諸 民 族 に より 好 
都合 な 自由 主義 の 変種 に 取っ て 代わ っ た だ け だ っ 
た 。 最後 に 、 そ し て 最も 重要 な こと は 、6 カ 月 以上 に 
耳 っ て 党 を 揺るが し た 議論 は 、 そ の 時 世界 で 起こ っ 
て いた すべ て の こと か ら 完 全 に 切り 離さ れ て いた こ 
と で ある 。 し た が っ て 、 国 際 共 産 主 義 者 同盟 の 第 7 
回 国際 大 会 は 、 世界 へ 介入 する 際 に 、 党 を 指針 と す 
る も の は 何 も な か っ た 。 


スパ ル タ シ スト ・ テ ン デ ン シ ー に よる 永続 革命 の 修 
正 は 、 被 抑圧 諸国 に 向け た 我々 の 全 活 動 を 無力 に し 
て きた 。 我々 が 、 我 が 歴史 の 多く を 見 直し 修正 し た 唯 
一 の 理由 は 、 世界 の 大 部 分 で 革命 的 指導 部 の た め に 
戦う 必須 な 前 提 人 条件 だ か ら で あ る 。 我々 は 、 鈍い セク 
ト 主義 の 刃 を 捨て 、 レー ニン 主 義 の 鋭い 綱領 に 取っ て 
代え て いる 。 我々 の 現在 の 任務 は それ を 実行 する こと 
で ある 。 トロ ツキ ー は 次 の よう に 警告 し た 。 

「 帝 国 主義 の 現代 に お いて 、 植民 地 諸国 に 根 を 
お ろ す こと の で き な い 『 革 命 的 』 組織 が 、 満足 に 
育ち え ぬ 運命 に ある こと は 一 つの 法則 だ と いっ 
て よい で あろ う 。 」 

ー「 新 た な 教訓 ] (1938 年 10 月 ) 画 
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米 比 防衛 協力 強化 協定 を 粉砕 せよ ! 
反 帝 国 主 義 戦線 を 構築 せよ ! 


ヲ 働 運動 か ら 親 米 の 言い な り 
ども を 追い 出せ ! 


lei リピ ビン ・ ス パル タ シ ス ト ・ グ 
ルー プ の 同志 た ち に よる 2 月 23 日 付録 の 翻訳 を 以下 
に 転載 する 。 


米国 の 軸 権 が 衰退 し 、 自 由 主 義 の 秩序 が 月 壊 へ 
と 向かう な か で 、 米国 の 反応 は 、 中 国 と ロシア へ の 圧 
力 を 増大 させ る 一 方 で 、 フ ィ リ ピン の よう な 国々 へ の 
支配 を 強化 し て いる 。 帝 国 主 義 の 危機 は 米国 を 戦 
争 へ と 駆り 立て 、 東 中 国 海 か ら りら マ ラッ カ 海 峡 に か け 
て の 軍備 増強 は 、 中 国 と の 血 な まぐ さい 対立 の 仕掛 
け 線 と し て 機能 し て いる 。 


南 中 国 海 に 位置 する フィ リピ ン は 、 世界 で 最も 多 
忙 な 海上 ルー ト を 警備 し て いる 。 そし て 中 国 へ の 石 
油 供 給 の 多く が 、 こ の ルー ト を 通過 し て 行く 。 こう し 
た 係争 海域 に は 豊か な 漁場 が あり 、 未 開発 の 埋蔵 
海底 石油 、 ガス 、 鉱物 も $ 存 在 し て いる 。 米国 は 、 フィ 
リピ ン か ら 、 東 アジ ア 、 東 南ア ジア 、 イ ンド 洋 と いっ 
た 世界 で 最も 人 口 が 多く 、 経済 活動 が 活発 な 沿岸 
地域 に アク セス で きる 。 

何 十 年 も の 間 、 フィリ ピン の 左翼 は 、 南 中 国 海 に 
お ける ブル ジョ アジ ー の 領土 的 野心 を 支持 し て き 
た 。 フィ リピ ン 共 産 党 と その 民族 民主 戦線 の 影響 を 
受け た 諸 勢 力 、 そ し て 社会 民主 主義 者 と 労働 官僚 
は 、 ハ ー グ の 仲裁 裁判 所 に 0 中 国 の 海洋 権 
益 に 反対 する ブル ジ ァ ジー に よる 訴訟 を 積極 的 に 
支持 し て きた 。 彼ら に よる 南沙 諸島 を めぐ る 多く の ヒ 
ステ リッ ク な 反 中 国 の 民族 主義 キャ ン ペ ー ン は 、 資 
本 主義 諸 勢力 と 協調 し な が ら 、 こ の 地域 で の 存在 
を 高め る 米 常 国 主 義 を 援護 し た 。 そし て 最終 的 に 米 

党 は 、 フ ェ ル ディ ナン ド (ボン ボン ) マル コス ジュ ニア 
大 統領 の 下 で 、 米 比 防衛 協力 強化 協定 一 EDCA を 
通じ て 9 つの 軍事 施設 へ の アク セス が で きる よう に 
な っ た 。 


EDCA の 下 で フィ リピ ビン に お ける 米 軍 の 基地 使用 
権 の 復活 は 、 こ の 地域 で の 帝国 主義 謀 権 国 に よる 
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戦争 推進 の 重大 な 出来 事 で ある 。 2 月 4 日 に フィ リピ 
ン - ア メリ カ 戦 争 の 125 周 年 を 記念 し た フィ リピ ン 人 に 
と っ て 、 EDCA は 、 フィ リピ ビン 大 衆 に の し か か る 帝国 
主義 の 最新 の 重荷 で あり 、 フィ リピ ン が 単に 名 目 上 
独立 し た アメ リカ の 新 植民 地 で ある の を は っ きり と 思 
い 起 さ せる 。 同様 に 、 中 国 の 労働 者 と 農民 に と っ て 、 
こう し た 米 軍 基地 は 、 彼 ら の 存在 に 対す る 明確 な 目 
下 の 脅 威 で ある 。 


フィ リピ ン の 基地 へ の 米国 に よる アク セス は 、 こ 
の 地域 を 戦争 の 瀬戸 際 へ と 押し や っ て いる 。 EDCA 
は 、 こ の 地域 や 世界 の 労働 者 と 被 抑圧 大 衆 に と っ て 
欧 ろ し い 苦 難 の 前 兆 で ある 。 フィ リピ ン の 基地 は 標 
的 と な り 、 そ の 後に 続く 武力 衝突 は 、 中 国 が 主要 な 
貿易 相手 国 で ある 東南 アジ ア や オー スト ラリ ア の 経 
済 に 大 打撃 を 与え る だ ろう 。 


フィ リピ ン の 若者 に と っ て 、 米国 主導 の 戦争 へ の 
絶え ざる 行進 は 、 強制 の ROTC (予備 役 将校 訓練 課 
程 ) プロ グラ ム に よる 更 な る 統制 と 、 戦争 挑発 者 の 
大 砲 の え じ き と し て の 残忍 な 未来 を 意味 する 。 これ 
に 対し て 我々 は 言う 。 EDCA を 粉砕 せよ ! 米 軍 基地 
は 出 て 行け ! 帝 国 主 義 を 打倒 せよ ! ブ ル ジ ョ ア 軍 国 
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主義 と 帝国 主義 戦争 を 打倒 せよ ! 強制 の ROTC に 
反対 せよ ! ブ ル ジ ョ ア の 軍隊 に 1 タオ も 1 セン シモ も 出 
すず な 1 


EDCA を 粉 確 す る に は 、 フ ィ リ ピ 2 
西部 全域 か ら 米 国 の 強盗 を 追い 出す た め に 、 中 
回 寺 生 四則 けら ビビ リウ 
必要 で ある 。 アク バ ヤ ン (Akbayan) や マカ バ ヤ ン 
(Makabayan) の よう に 、 帝 国 主義 の 奴隷 化 に 反対 し 
て 中 国 の 側 に 立つ の を 拒否 する 左翼 や 労働 指導 者 
は 、 我 々 の 搾取 者 の 陣営 に 立っ て お り 、 中 国 の 労 
働 者 や 農民 の 支持 を 決し て 勝ち 得 な た な い だ ろ う 。 その 
一 方 で 、| 一 国 社会 主義 ] の 綱領 を 掲げ 権力 の 座 に 
ある 中 国共 産 党 は 、 帝 国 主義 が 支配 する 国際 秩序 
内 で の 「 平 和 的 な 台頭 」 の み を 切望 し 、 フ ィ リ ピン や 
その 他 の 地域 に お ける 社会 革命 を 、 そ の 目標 を 達成 
する た め の 面 威 と みな し て いる 。 反 帝 国 主 義 の 同盟 
は 、 寄 生 的 な 官僚 を 一 掃 し 、 資本 主義 が 打倒 され た 
今日 最大 の 国 の か じ を 奪取 する た め 、 数 億 も の 強力 
な 中 国 プ ロレ タリ アー ト を 鼓舞 する だ ろう 。 


戦闘 的 な 労働 者 や 若者 た ち は 、 ア ク バ ヤン 、 マ カ 
バ ヤ ン 、 ナガ イサ 、 フィ リピ ン 労 働 組合 会 議 の 指導 部 
に 対し 、 ま すま す 不 満 を 募ら せ て いる 。 そう し た 指 
導 部 は 、 公 共 サ ービス 法 、 PUV (公共 交通 車両 ) 近 
代 化 プロ グラ ム 、 憲法 改正 を 含め て 、 プレ ジョ アジ ー 
の 攻撃 や 新た な 帝国 主義 の 押し 付け と 戦う た め の 
いか な る 解決 策 も 提供 し て いな い 。 代わ り に 、 こ うし 
た 労働 官僚 や 自称 左 轄 指導 者 た ち は 、 フィ リピ ン の 
ブル ジョ アジ ー が 、 民族 や 社会 の 解放 の 戦い に お い 
て 、 労働 者 や 被 抑圧 者 の 友人 や 同盟 者 に な れる と い 
う 考 え を 宣伝 し て いる の で ある 。 


反 常 国 主義 の 労働 者 と 急進 的 な 若者 た ちよ ! ロ 
ドリ ゴ ・ ド ゥ テル テ 前 大 統領 の よう な 、 被 抑圧 者 の 友 
市 回 電電 隊 二 の 人 0 直 の あり ポ す 9 スル ピコ ア 
政治 家 に 警戒 せよ ! ダバ オ の ドッ テル テ 家 、 そ の 北部 
の 還 枯 た だら で あ る 4 mg の の 2 5 ミー・ マ ルコ ス 上 院 議 
員 、 カ ガヤ ン の マン ババ 夫妻 は 、 EDCA に 反対 する 我々 
の 闘い を 、 真っ 先 に 放棄 し 裏切る ゐ だ ろう 。 な ぜ な ら 、 
被 抑圧 民族 より も 自身 の ビジ ネス や 狭い 一 族 の 利益 
を 優先 する の が 、 新 植民 地 所 有 階 級 の メン バー と し 
て の 本 性 だ か ら で あ る 。 ブル ジョ アジ ー が 制御 で き 
な い 労 働 者 や 貧困 層 に よる いか な る 戦闘 的 な 動員 
も 、 フ ィ リ ビン 社会 の 平和 と 安定 に 対す る 危険 と 当 
然 な が ら 見 な され て いる 。 その 社会 は 、 プ ラン テー シ 
ョ ン や 輸出 加工 区 に お ける 人 間 の 悲惨 な 状態 と 労 
働 力 の 超 搾 取 の 上 に 成り 立っ て いる 。 


左翼 や 労働 運動 の 内 部 で 、 親 帝国 主義 者 に 反対 
する 革命 的 な 国際 主義 の 旗 を 掲げ る こと は 、 労 働 者 
と 都市 や 農村 の 貧困 層 の 間 で 、 帝 国 主義 に 反対 す 
る 人 々 の 結集 点 と し て 役割 を 果たす だ ろう 。 国 の 工 


業 化 、 農民 解放 、 外国 の 基地 か ら の 解放 を 達成 す 


る た め に 、 我 々 の 闘争 は 、 惨 め な フィ リピ ビン の ブル ジ 
ョ アジ ー や 帝国 主義 者 に 束縛 され な い 指 導 部 を 必 
要 と し て いる 。 


戦闘 的 な 労働 者 と 反 帝 国 主 義 の 学生 た ち に た い 
し 、 我 々 は 、 今 日 の 鍵 に な る 重要 任務 が 、 社 会 革命 
に 向け た 民族 解放 闘争 を 推進 する こと が で きる 真 
の 共産 主義 党 を 建設 する こと だ と 主張 する 。 第 一 歩 
と し て 、 こ れ は 、 我 々 が 自身 の 運動 か ら あ ら ゆ る 汚点 
を 粛清 し な けれ ば な ら な いこ と を 意味 する 。 ソニ ー 
マト ッ ラ (FFW) 、 ジョ シュ ア ・ マ タ (SENTRO) 、 
マイ ク ・C・ メ ンド ー サ (TUCP) 、 エル マー・ ラ ボ グ 

(KMU) 、 ラウ ル ・ マ ニュ エル (Kabataan) の よう な 
改良 主義 の 調停 主義 者 や 親米 の 言い な り ど も を 、 
左翼 や 労働 運動 か ら 追 い 出せ ! 

フィ リピ ン と 中 国 は 、 米 和 国 主義 と いう 共通 の 敵 
を 持っ て いる 。 中 国 の 労働 者 、 農民 、 人 民 解 放 軍 の 
兵士 と 反 帝 国 主義 同盟 を 結成 する こと は 、 フィ リピ ン 
の 被 抑圧 大 衆 、 列島 に お ける 勤労 者 多数 の 利益 と 
が の 。 


まず 始め に 、 こ の 戦う 同盟 を 鍛え 打ち 固め る 道 
阻む 障害 物 を 認識 し な けれ ば な ら な い 。 第 一 に 
国 主義 は 、 南 中 国 海 に お ける 北京 スタ ー リ ニ スト 休 
制 の 海洋 政策 が 作り 出し た 反 中 国 感情 を 利用 し て 
いる 。 中国 当局 が 、 何 世代 に も わた っ て こう し た 伝統 
的 な 漁場 と 安全 な 港 を 共有 し て きた 近隣 諸国 の 漁 
民 た ち に 嫌がら せ を 行っ て いる 。 第 二 に 、 ド ゥ テル テ 
前 大 統領 の 専制 政権 の よう に 、 ブル ジョ アジ ー の 深 
く 嫌 われ た 諸 分 派 を 中 国 が 支持 する こと ゃ 、 労働 者 
の 間 で 北京 に 全く 人 気 を 集め る も の で は な い 。 


中 国人 民 と フィ リピ ン 大 衆 に と っ て 、 この 反 帝 国 
主義 同盟 を 結成 する の は 、 北京 の スタ ー リ ニス ト 
や 、 Partido Manggagawa (労働 党 ) や Partido Lakas 
ng Masa (労働 者 大 衆 の 党 ) の よう な フィ リピ ン 左 連 
が 広め た 帝国 主義 者 と の 「 平 和 地 帯 」 、「 不 干渉 」 や 

「 平 和 共 存 ] と いっ た 呼び か け を 拒否 する こと を 意 
味 す る 。 これ ら は 、 帝 国 主義 と 戦争 に 対す る 我々 の 
闘争 を 前 進 さ せる $ も の で は な い 。 我々 が 必要 な の は 
革命 的 な 国際 主義 の 綱領 で ある 。 以下 は 最低 限 に 
な すべ きこ と で ある 。 


・ 反 漁業 障壁 を 取り 払え ! 係争 海 域 を 共有 せよ ! 
・ 常 国 主義 の 侵略 者 か ら 南 中 国 海 を 共同 防衛 せ 
・ フ ィ リ ビン の 漁民 た ちよ 、 こ の リー フレ ッ ト を 中 国 の 
人 民 解 放 海軍 海上 民兵 に 配布 せよ ! 
この リー フレ ッ ト の 昔 命 的 な 反 帝 国 主義 の 立場 に 


賛成 し 、 そ の 実現 方 法 Me は 、 我 
々 に 連絡 くだ さい 。 連絡 先 は 23 ペ ー ジ に ある 。 画 
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し 2 ダコ 


24 ペ ー ジ より 

の 方 法 だ と 考え て いる と いう 事実 か らき て いる 。 これ 
が 事実 で ある 限り 、 イ スラ エル 人 は シオ ニス ト 国 家 を 
防衛 する た め 死 力 を 尽く し て 戦う だ ろう 。 これ こそ 、 ブ 
リ テ ン 帝 国 主義 が シオ ニス ト ・ プ ロジ ェクト を 後押し 
する と 決め た と きか ら 、 全て が 計画 の うち だ っ た 。 今 
日 、 米国 と イス ラ エ ル は 、 パレ スチ ナ 人 の 民族 的 権利 
を 侵害 し 、 ユ ダ ヤ 人 と イス ラム 教徒 の 間 に 恒 久 的 な 
英 対 状態 を 助長 する こと に より 、 中 東 に お ける 彼ら の 
利益 を 確保 し て いる 。 軍事 化 さ れ た 人 口 と 帝国 主義 
の 支援 と いう 組み 合わ せ が 、 イ スラ エル 国家 に その 
強 さ と 無敵 の 外見 を 与え て いる 。 


し か し な が ら 、 こ の 構造 は 、 ふ あふ ろ いも の で あり 、 支 
配 者 階級 に 助長 され た 包囲 心理 に よっ て の み 維 持 さ 
れ て いる 。 弱点 は まさ に 、 これ が ます ます 極端 に 腐敗 
し た 狂信 者 の 一 派 に よっ て 支配 され る 軍事 化 さ れ た 
神 政 国家 で ある と いう こと で ある 。 イス ラ エ ル の 労働 
者 た ち は 、 徴兵 制 、 宗教 的 統制 、 残忍 な 労働 ・ 生 活 
条件 に 直面 し て いる 。 これ ら に 対す る いか な る 抵抗 
も 、 ユ ダ ヤ 人 の 裏切り だ と いう 衝 印 を 押さ れる 。 この 
状況 は ひ 、 イ スラ エル に 人 種 的 、 社会 的 、 政治 的 な 深 
ぃ い 亀裂 を 生み 出し て いる 。 こう し た 亀裂 は 、 シ オニ ス 
ト 国 家 を 砕け 散 し 、 パ レス チ ナ 人 を 解放 する た め に 
利用 され な けれ ば な ら な い 。 


ハマ ス に よる ジハード 戦略 は 、 こ の よう な こと は 何 
も せ ず 、 イ スラ エル の 強み を 生か す だ け で ある 。 イス 
ラ エ ル の 民間 人 を 標的 に する こと に より 、 彼ら は 、 嫌 
われ た ネタ ニヤ フ 政 権 の 背後 に 全 イ スラ エル 人 を 結 
集 さ せる こと に 、 成功 し た だ け で ある 。 さら に 社会 全 
体 が 、 ガ ザ に 対す る 血 な まぐ さい 軍事 的 対応 の 背後 
に 団結 する こと を 保証 する こと に 、 成功 し た だ け で あ 
る 。 こう し た 諸 条 件 下 で の 軍事 的 対決 は 、 パ レス チ ナ 
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人 に 敗北 と 計り 知れ な い 死 を も た ら す だ ろう 。 ユダ ヤ 
人 労働 者 と その 支配 者 と の 間 の 結び 付き を 断ち 切る 
こと な し に 、 何ら の 勝利 も あり えな い 。 そ し て これ は 、 
イス ラ エ ル / パ レス チ ナ で 民族 と し て 生き る イス ラ エ ル 
系 ユダ ヤ 人 の 民主 的 権利 を 認め る こと な し に は な し 
えな い 。 


イス ラム 教主 義 者 と パレ スチ ナ 民 族 主 義 者 は 、 常 
に 、 イ スラ エル の ユダ ヤ 人 全体 に 対し 戦い を 向け る 
か 、 シ オニ スト 国家 と の 共存 を 受け 入れ る か の どちら 
か に と ら わ れ て いる 。 どちら $ ゃ 袋小路 で ある 。 重要 な 
の は 、 イ スラ エル 人 民 と 神 政 国 家 の 間 に くさ び を 打ち 
込む こと で ある 。 これ は 、 マ ルク ス 主 義 の 軍事 的 ・ 政 
治 的 戦略 に よっ て の みな すこ と が で きる 。 それ は 、 相 
互 に 関連 する 階級 と 国家 の 対立 が 、 私 有 財 産 の 範囲 
内 で 解決 で き な い と いう 理解 に 基づい て いる 。 この 
出発 点 か らち のみ 、 パ レス チ ナ 人 と イス ラ エ ル の 労働 者 
階級 双方 の 利益 に 対応 する 綱領 を 練り 上 げ る こと が 
可能 で ある 。 

土地 の 問題 を と っ て みて も 、 パ レス チ ナ 人 は 、 彼 ら 
に 対し て 行わ れ た 歴史 的 犯罪 に 関し て 、 正 当 に も 返 
還 を 望ん で いる 。 既存 の 社会 構造 の な か で は 、 ユ ダ ヤ 
人 が し ば し ば 何 世代 に も わた っ て 住み 続け て きた 土地 
を 保持 する 権利 と 和解 させ る こと は 不可 能 で ある 。 し 
か し イス ラ エ ル は 、 全て の 資本 主義 社会 と 同様 に 、 極 
め て 不平 等 で やる 。 ほとん どの 土地 と 財産 は 人 口 の ご 
く 一 部 に 支配 され て いる が 、 大 多数 の 人 々 は 何と か や 
っ て いこ うと 必死 で ある 。 この 寄生 的 な 層 を 収奪 の 標 
的 と する こと に より 、 パレ スチ ナ 人 に 正義 を も た らし 始 
め 、 ユ ダ ヤ 人 労働 者 た ちの 諸 条件 を 改善 する こと も 可 
能 で ある 。 

軍事 レベ ル で は 、 パ レス チ ナ の 抑圧 は 耐え 難い 層 
牲 を 払う こと を イス ラ エ ル 社 会 に 示す た め 、 イ スラ エ 


ル 国 防 軍 に 最大 限 の 圧力 を か ける 必要 が ある 。 無 差 
別に イス ラ エ ル の 諸 都 市 に ロケ ッ ト 弾 を 打ち 込む こと 
は 、 部 隊 の 戦う 意志 を 増大 させ る だ け で ある 。 その 代 
わり に 、 パ レス チ ナ の 全 人 口 を 動員 し て 、 陽 々 に わた 
る 領土 の 侵犯 に 反対 し 、 ガザ と ヨル ダン 川西 岸 地 区 
の 包囲 を 打ち 破 ら な けれ ば な ら な い 。 


し か し 、 軍 事 抵抗 だ け で は 勝利 や を もたらす こと と は 
で き な い 。 つ まり それ は 、 イス ラ エ ル 内 部 で の 階級 闘 
争 の 展望 と 結び 付か な けれ ば な ら な い 。 これ に は 、 
労働 者 の 経済 的 解放 の た め の 闘 争 、 ア ラブ 人 と 非 白 
人 の ユダ ヤ 人 へ の 人 種差 別に 反対 する 賠 争 、 宗教 と 
国家 の 分 離 の た め の 闘 争 が 必要 で ある 。 こう し た こ 
と は 、 ど ん な 社会 進歩 の 道 に も 立ち 塞がる 主要 な 障 
害 物 を 打ち 破る こと に 結び 付か な けれ ば な ら な い 。 
すなわち イス ラ エ ル に よる パレ スチ ナ 人 の 抑圧 で あ 
る 。 イス ラ エ ル に お ける 昔 命 家 の 全 体 に わた る 任務 
は 、 シ オニ スト 労働 指導 者 に 対す る 闘い の 中 で 、 ま 
さ に 労働 運動 が パレ スチ ナ 解 放 の 大 義 を 担う た め に 
戦う こと で ある 。 

重要 な の は 、 都 市 部 で の 階級 闘争 を 、 分 像 させ る 
展望 を も っ て 、 イ スラ エル 軍 内 部 に も 持ち 込ま な けれ 
ば な ら な いこ と で ある 。 イス ラ エ ル 国 防 軍 は 、 兵役 を 
強制 され る 徴集 兵 で 圧倒 的 に 構成 され て いる 。 も し 
兵役 が も は や ユダ ヤ 人 の 存続 に と っ て 不可 欠 だ と 見 な 
され ず 、 も し パレ スチ ナ 人 を 抑圧 する 犠牲 が あま り に 
ゎぁ 巨 大 に な り 、 そ し て も し イス ラ エ ル 国 内 の 対立 が 沸 
点 に 達する な ら ば 、 イ スラ エル 軍 に は 亀 像 が 入る 可能 
性 が あり 、 そ し て 入る だ ろう 。 


75 年 以上 に わた る 残酷 な 歴史 は 、 イ スラ エル の ユ 
ダ ヤ 人 と パレ スチ ナ 人 の 運命 に 完全 に 絡み 合っ て き 
た 。 パレ スチ ナ の 解放 に は シオ ニス ト 国 家 の 粉 砕 が 
必要 で あり 、 そ れ は イス ラ エ ル 労 働 者 階級 の 解放 な 
し に は 不可 能 で ある 。 同様 に 、 イ スラ エル 労働 者 の 
経済 的 、 民主 的 、 社会 的 な 前 進 、 さ ら に は 中 東 に お 
ける 彼ら の 存続 で さえ も る 、 シ オニ スト 国家 の 基盤 そ 
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の も の で ある パレ スチ ナ の 抑圧 を 終わ ら せ る こと が 
必要 で ある 。 


いか に し て 帝国 主義 を 敗北 させ る か 


イス ラ エ ル は 、 ガザ に 対す る 猛攻 撃 の 無 条件 の 支 
持 に よっ て 再度 わか る よう に 、 米 国 と 全て の 他 の 帝 
国 主 義 列強 に 後押し され て いる 。 し た が っ て 、 パレ ス 
チ ナ 人 の 解放 に は 、 中 東 で 、 究極 的 に は 世界 で 帝国 
主義 に 立ち 向かい 打倒 する 戦略 が 必要 で ある 。 し か 
し 、 民族 主義 者 た ち は 全 くそ うす る こと が で き な い 。 
彼ら は 、 国連 や 「 国 際 コ ミュ ニテ ィ 」| を 信じ る か 、 あ る 
い は 米国 に 反撃 する た め ア ラブ 諸国 を 当て に する 。 


国連 は 、 米 国 と 「 大 」 強国 に 支配 され る 盗人 の 巣 
扇 で ある 。 こう し た 強国 自身 、 パ レス チ ナ の 分 割 と 引 
き 続く 抑圧 に 責任 を 負っ て いる 。 帝国 主義 者 間 で の 
総意 は 、 徹底 し て 親 イ スラ エル で ある 。 た と え 彼 ら が 
停戦 と か 和平 協定 を 調停 し た と し て も 、 そ れ は 必ず 
や 彼ら の 利益 を 反映 する 。 その 利益 と は 、 こ の 地域 
の 前 哨 基 地 と し て 、 シオ ニス ト 国 家 を 維持 する こと 
で ある 。 パレ スチ ナ 解 放 機 構 か ら イ スラ エル へ の ボ 
イコ ッ ト ・ 出 資 引 き 揚 げ ・ 制 裁 (BDS) の キャ ン ペ ー 
ン に 至る まで 、 世 界 の 強盗 ども ゃ に 頼る いか な る 戦略 
も 、 パ レス チ ナ の 抑圧 を 増強 させ 敗北 へ と 導く だ け 
で ある 。 


エ ジ デ ト 、 ヨル ダン 、 レバ ノン か ら イ ラン に 下る ま 
で 、 イス ラム 諸国 に つい て は 、 彼 ら 自 身 の 日 和 見 的 な 
利益 の た め に 、 幾度 と な く パ レス チ ナ 人 を 裏切っ て き 
た 。 イス ラム 世界 を 支配 する シェ イク や 独裁 者 や ムラ 
ー は 、 自 身 の 経済 的 ・ 軍 事 的 な 目的 を 手助け し 、 自 
身 の 地位 を 強化 する 範囲 で の み 、 パ レス チ ナ を 「 擁 
護 す る 」 だ ろう 。 パレ スチ ナ 解 放 の た め の 闘 争 を 彼ら 
と 結び 付け る いか な る 戦略 も 、 必ず や 結局 裏切り で 
終わ る だ ろう 。 


必要 な の は 、 帝 国 主 義 者 や 地域 の 資本 主義 支配 
者 の 「 国 際 コ ミュ ニテ ィ 」| に 基づく の で は な く 、 全 て 


の 帝国 主義 と 資本 主義 の 強国 に 反対 する 国際 労働 
者 階級 の 動員 に 基づく 戦略 で ある 。 必要 な の は 、 米 
帝国 主義 者 を 追い 出し 、 こ の 地域 全体 を 解放 する た 
め 、 中 東 全域 の 労働 者 と 農民 の 同盟 で ある 。 これ に 
は 、 米国 の 手先 と し て 利用 され 続け る こと に 、 何ら 利 
益 を 持た な い ユ ダ ヤ 系 イス ラ エ ル 人 労働 者 が 含ま れ 
る 。 さら に 、 パ レス チ ナ の た め に 戦う 闘士 は 、 イス ラ エ 
ル へ の 武器 輸送 を 阻止 する た め 、 米国 、 ブ プリ テン 、 フ 
ラン ス 、 ド イツ の 労働 者 階級 組織 と の 国際 戦線 を 打 
ち 建 て な けれ ば な ら な い 。 この 貨物 を 扱っ て いる の 
は 、 こ うし た 労働 者 た ちな の で ある 。 そし て 、 彼 ら の 闘 
争 こ そ 、 帝 国 主義 を 弱体 化 さ せ 、 パ レス チ ナ 解放 の 
大 義 を 前 進 さ せる 最も 確実 な 方 法 な の で ある 。 


し か し 、 こ うし た 最も 信頼 で きる 同調 者 は 、 汎 イス 
ラム 主義 者 や 民族 主義 者 に より 拒絶 され て いる 人 々 
で ある 。 汎 イ スラ ム 主 義 者 や 民族 主義 者 は 、 ア ラブ の 
支配 者 に 同調 する な か で 、 ア ラブ 大 衆 の 搾取 者 た ち 
と 同盟 し て いる 。 そし て 、 米国 や ヨー ロッ パ の 労働 者 
は 、 ユ ダ ヤ 人 労働 者 を 含め て 、 イ スラ ム の 旗 の 下 で 、 全 
イス ラ エ ル 人 の 破壊 を 目指 し て 行わ れる 闘争 に 決し 
て 勝ち 取ら れ な い だ ろ う 。 

ハマ ス へ の 社会 主義 チア リー ダー た ち 

10 月 7 日 の イス ラ エ ル に 対す る ハマ ス の 攻撃 の 後 、 
親 イ スラ エル の 報道 機関 は 、 イ スラ エル の 血 な まぐ さ 
い 軍 事 報復 を 正当 化し 、 パ レス チ ナ の 抑圧 を ご ま か 
す た め の 大 規模 な 宣伝 攻勢 を 展開 し て きた 。 これ に 
反撃 する た め 、 ブリ テン の 社会 主義 労働 者 党 か ら ギ 
リ シ ャ 共 産 常に 至る まで 、 い わ ゆ る 共産 主義 者 や 社 
会 主義 者 た ち は 、 パレスチナ の 自衛 権 の 名 目 で 、 ハマ 
ス が 民間 人 を 標的 と する 犯罪 を う 2 や なむ や に し た 。 


これ は 、 共産 主義 の 名 を 、 ハ マス の 犯罪 と 結び 付 
ける こと で 、 泥沼 に 引き ずり 込む だ け で な く 、 また パ 
レス チ ナ の 人 々 が 、 狂信 的 な イス ラム 主義 の 虐殺 者 に 
より 導 か れ 続 ける の を 受け 入れ る 。 彼ら は 、 ハ マス が 
パレ スチ ナ の 解放 を も た ら さ な い の を 十分 よく 知っ て 
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記者 会 見 し 、 イ スラ エル に よる 虐殺 へ の 米 日 帝国 主義 の 支持 を 再 


確認 し た 。 


いる 。 し か し な が ら 空 虚 な 自由 主義 の 連帯 と いう こと 
か ら 、 こ の 問題 に 関し て 沈黙 を 決め 込ん で いる 。 


ハマ ス の 戦略 の 全て は 、 強力 な イス ラ エ ル の 反撃 
を 誘発 する こと で ある 。 そし て 実際 に ガザ 全土 で 自 
爆 ベ スト を 身 に 着け させ る こと で ある 。 イス ラ エ ル に 
よる 血 な まぐ さい 報復 に 反対 し ガザ の 防衛 に 明確 に 
立ち 上 が る こと は 必要 で ある が 、 同時 に ハマ ス の 破 
滅 的 な 戦略 に 反対 する 。 

トロ ツキ スト ・ フ ラク ショ ン の 米国 支部 で ある レフ 

ト ・ ヴ ォ イ ス [Left Voicel の よう な いく つか の 左翼 は 
その 記事 の 最後 で 火 の よ うに ささ や いて いる 。「 我 々 
は パレ スチ ナ 人 民 の 抵抗 の 側 に いる が 、 神 政 国家 を 
樹立 する の を 目標 と する ハマ ス の 戦略 や 方 法 を 私 た 
は 共有 する こと を 示唆 する も の で は な い 」 (10 月 7 
日 ) 。 と は いえ 、 彼ら が 何ら 書か な い の は 、 パレ スチ 
ナ 解 放 闘争 に 関し て 民族 主義 と イス ラム 主義 の 支配 
を 打ち 破る こと を 目指 す と いう 点 で ある 。 彼ら は 、 大 
部 分 の 左翼 の よう に 、 自 由 主 義 の チア リー ダー の 役 
割 を 担っ て いる 。 そし て 彼ら は 、 抑圧 され た 集団 が 破 
滅 の ふち に 導 か れつ つ あ っ て さえ も 、 こ うし た 集団 に 
22 ペ ー ジ へ 続く 
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大 坂上 正明 さん を 
即時 釈放 せよ ! 


私 た ち は 以 下 に 、 大坂 正明 さん の 即時 釈放 を 要 
求 す る 米国 の パル チ ザ ン ・ デ ィ フ ェ ン ス ・ コ ミ テ ィ に よ 
る 、 2023 年 12 月 14 日 付け の 声明 を 再度 掲載 する 。 大 
坂 さ ん は 長年 に わた る 中 核 派 の カー ドル で 、 1971 年 
の 沖縄 返還 協定 に 抗議 し た た め 提 人 造 さ れ た 罪状 で 
投獄 され た 。 大 坂 さ ん は 、 12 月 22 日 、 懲役 20 年 の 判 
決 を 受け た 。 それ は 、 こ の 73 歳 の 老 革 命 家 に と っ て 
死刑 宣告 で ある 。 労働 運動 は 大坂 さん を 即時 秋 放 
せよ ! | と いう 要求 を 取り 上 げ な けれ ば な ら な い 。 そ 
れ は 、 日 本 の 支配 者 に 対す る 労働 運動 の 闘争 を 強 
化す る こと に な る だ ろう 。 


私 た ち は 、 大坂 正明 さん の 即時 釈放 を 強く 要 
求 し 、 彼 に 対す る すべ て の 告訴 を 取り 下げ る よう 強 
< く 要求 する 。 2017 年 以来 、 大坂 さん は 独居 房 に 投 
獄 さ れ 、 い か な る 面会 の 権利 も 拒否 され て きた 。 彼 
は 、 複数 の 提 造 され た 罪状 で 裁判 に か けら れ て い 
る 。 その 罪状 に は 、 沖 縄 返還 協定 に 反対 し た 1971 
年 の デモ で 警察 官 を 殺害 し た こと が 含ま れ て いる 。 
この 返還 協定 は 、 沖縄 に お ける 米 軍 基 地 の 持 続 的 
な 駐留 を 定め た も の で あっ た 。 大 坂 さ ん が 参加 し た 
1971 年 の この デモ は 資本 主義 国家 に よる 激しい 弾 
圧 を 受け た 。 


大 坂 さ ん は 裁判 員 裁 判 で の 公判 を 拒否 され 、 検 
察 側 は いわ ゆる | 証拠 」 の いく つか が 紛失 し て し まっ 
た と 言っ て いる 。 複数 の 証人 は 申し 立て を 撤回 し て 
お り 、 そ の うち の 1 人 は 、「 検 察 官 と 警察 官 に よっ て 虚 
偽 の 陳述 書 に 署名 させ られ た 」 と 述べ て いる 。 大 坂 
さん に 対す る 国家 の 迫害 は 、 彼 が 長年 の カー ドル で 


ある 中 核 派 に 対す 
る 攻撃 で ある だ け 
で な く 、 日 本 帝国 主 
義 の 軍備 増強 と 働 
く 人 々 へ の 広範 な 
攻撃 に 抗議 し た い 
と 望む な 、 すべ て の 労 
働 者 、 左翼 、 若 者 を 
個 唱 する の を 目的 と 
し て いる 。 政治 的 違 
い に か か わら ず 、 大 
坂 さ ん の 解放 の た 
め に 闘う こと は 、 日 本 と 国際 的 な 労働 運動 の 利益 で 
ある 。 も し 労働 運動 が 大 坂 さ ん の 防衛 に 取り 組む な 
ら 、 日 本 帝国 主義 支配 者 に 対す る 自身 の 闘い を 強 
化 ま る こと に な る だ ろう 。 一 人 の 受け た 攻撃 は 全て の 
人 へ の 攻撃 で ある ! 


広範 な 国家 弾圧 か ら 大 坂 同志 や より 広く 左翼 を 
防衛 する た め に は 、 労働 運動 の 幅広 い 戦 線 を 創設 
する こと が 極め て 重要 で ある 。 そ の た め に は 、 各 グ 
ルー プ が 他 の グル ー プ を 防衛 する の を 拒否 する 左 
細 に まん 延 し た セク ト 主 義 を 打ち 破る こと が 急務 で 
ある 。 

今週 、 パルチザン ・ デ ィ フ ェ ン ス ・ コ ミ テ ィ (Partisan 
Defense Committee) は 大 坂 正明 さん の 防衛 基金 に 
3 万 円 を 寄付 し た 。 私 た ち は 、 す べ て の 左翼 グレ ルー プ 
と 労働 者 階級 の 組織 に も 寄付 する よう 勧め る 。 


犬 坂 正明 さん を 即時 釈放 せよ ! 無罪 奪 選 を ! 画 


読売 新聞 


Free Oosaka Masaaki Now! 
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対し 批判 的 に な る こと が で き な い の で ある 。 


パレ スチ ナ 人 の 必死 の ます ます 高まる 解放 に 向け 
た 実行 可能 な 道 の 必要 性 を 考え れ ば 、 似 非 社 会 主 
義 左翼 の 役割 は いっ そう 卑劣 な も の で ある 。 諸事 件 
は 、 数 十 年 間 見 られ な か っ た 大 量 殺 りく と 反動 の 水 
準 へ と 、 急速 に 進行 し て いる 。 も し 社会 主義 者 が 衝 
突 の 革命 的 な 解決 の た め に 戦わ な けれ ば 、 パ レス チ 
ナ 人 の 増大 する 自暴自棄 は 、 再 び イ スラ ム 主 義 の 反動 
に 身 を ゆだね る こと へ と 向かう だ ろう 。 一 方 で ユダ ヤ 


人 は 、 い っ そう 深く シオ ニズム に ゆだね る こと へ と 追 
いや られ る 。 この 反動 の カー ニ バ ル は 、 イ スラ エル と 
パレ スチ ナ の 国境 内 に と ど ま る こと は な く 、 中 東 と 世 
界 中 の いた る 所 に 広がる だ ろう 。 この 連鎖 を 断ち 切る 
こと こそ 、 社 会 主義 者 の 緊急 の 任務 で ある 。 


ガザ を 防衛 せよ ! 


イス ラ エ ル は 、 ヨルダン 川西 岸 と ゴラン 高原 か ら 出 て 
いけ ! 


中 東 の 社会 主義 連邦 を ! 画 


Only Death and Defeat with Hamas 一 A Revolutionary Road for Palestinian Liberation 
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米国 に よる イス ラ エ ル 支 援 を 打倒 せよ 


【 レ スチ ナ を 防衛 せよ ! 
イラ ン を 防衛 せよ ! 


これ は 『Workers Vansuard』 1181 号 か ら の 押 訳 で あ 
る (Down With U.S. Support to Israel- 一 Defend Palestine! 
Defend Iran!)。 


4 月 15 日 一 本 声明 を 発行 する な か で 、 イ スラ エル と イ 
ラン と の 間 の 対立 は 急速 に エス カレ ー ト し て いる 。 4 
月 1 日 、 イ スラ エル は ダマ スカ ス の イラ ン 大 使 館 の 一 
部 を 破壊 し 、 イ ラン の 将 官 2 人 を 殺害 し た 。 イラ ン は 
イス ラ エ ル に 向け て 300 発 る も の ドロ ー ン と ミサ イル を 
発射 し て 報復 し た が 、 そ の ほとん ど が 米国 、 フ ラン 
ス 、 ブ リ テ ン の 援助 で 撃墜 され た 。 


現在 、 こ の 事態 が どこ に 向かう か は 明らか で は な 
い 。 明らか な の は 、 こ の 事態 が 、 米国 や 他 の 帝国 主義 
同盟 諸国 を ガザ で の 大 量 虐 殺 に 一 層 に 深く 引き ずり 込 
む た め 、 イ スラ エル に よっ て 引き 起こ され た と いう こと で 
ある 。 イス ラ エ ル と イラ ン の 間 で 今 ま さ に 戦争 が 勃発 す 


店 


れ ば 、 パ レス チ ナ 人 に 対す る イス ラ エ ル の 民族 抑圧 戦 
争 の 拡大 に な る だ ろう 。「 緊 張 緩和 」 と か 国際 法 の 尊 
重 と か いっ た リベラ ル の 叫び は 、 平 和 主 義 の 行き 詰まり 
に ほか な ら な い 。 米国 内 外 の 労働 者 階級 に と っ て 急務 
な の は 、 あ ら ゆ る 帝国 主義 の 策動 に 反対 し 、 イ スラ エ 
ル へ の 軍事 援助 を 阻止 する こと で ある 。 帝国 主義 に 支 
援 さ れ た シオ ニス ト の 猛攻 撃 か ら パ レス チ ナ と イラ ン を 
防衛 せよ ! 


イス ラ エ ル と 帝国 主義 者 を 打ち 負かす の に 、 ハ マス と 
イラ ン ・ イ スラ ム 共 和 国 に 期待 を 寄せ る の も 行き 詰まり 
で ある 。 パレ スチ ナ 人 の た め に アラ ブ 諸 政権 に 何 か を さ 
せる た め 、 イ スラ エル の 大 虐殺 を 誘発 する と いう ハマ ス 
の 戦略 は 、 ガザ を 完全 に 荒廃 さす た 。 イラ ン 政 権 の 場 
合 に は 、 パ レス チ ナ へ の うわ べ だ け の 支援 と 米国 が 文 
配 する 世界 秩序 へ の 融和 の 間 で バラ ンス を と っ て いる 。 
革命 的 な 労働 者 階級 の 戦略 だ けが 、 パ レス チ ナ の 解放 
と 帝国 主義 の 最終 的 な 敗北 に 導く こと が で きる 。 画 


ハマ ス と は 人 死 と 敗北 ある の み ーーー 一 


\ レ スチ ナ 有 解放 へ の 
早 全 的 な 道 


以下 の 文書 は 、 国際 共産 主義 者 同盟 (第 四 イ ン 
ター ナシ ョ ナリ スト ) の 10 月 10 日 付け 『Spartacist』 付 
録 の 翻訳 で ある 。 


二 つ の こと を は っ きり させ て お こう 。 第 一 に 、 パレ 
スチ ナ 人 は 、 イ スラ エル 国家 に よる 残忍 な 民族 抑圧 
と 無 差 別 な 殺害 に 直面 し て いる 。 彼ら は 、 武力 に よ 
る も の も 含め て 、 彼ら 自身 を 防衛 する あら ゆる 権利 を 
持っ て いる 。 第 二 に 、 ハ マス と その 同調 者 に よる イス 
ラ エ ル の 民間 人 を 標的 に し た 殺害 は 、 パ レス チ ナ の 
解放 に と っ て まっ た く の 逆 効果 と な る 卑劣 な 犯罪 行 
為 で ある 。 ガザ が 現在 イス ラ エ ル 国 防 軍 の 手 で 飲 餅 
と 大 量 の 殺害 に 層間 0 国際 労働 運動 は 


航 埋 に 
この 猛攻 撃 に 緊急 に 反対 し な けれ ば な ら な い 。 し か 
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し 、 前 進 し 勝利 する た め に は 、 パレ スチ ナ 解 放 闘 争 
が 、 イ スラ ム 主 義 で あろ うと 世俗 的 な 民族 主義 で あろ 
うと 、 提供 さ れ た すべ て の も の と は まっ た く 異 な る 道 
が 必要 で ある 。 必要 と な る の は 、 左 翼 リ ベラ ル や 似 
非 社 会 主義 者 の 陰謀 団 に よる 空虚 な 共感 の 情 で は 
な く 、 パ レス チ ナ 解放 の た め の 革 命 的 な 道 で ある 。 


いか に し て シオ ニス ト 国 家 を 
敗北 させ る の か 
敵 を 倒す に は 、 そ の 弱点 を 利用 し 、 そ の 強み を 無 
力 化 し な けれ ば な ら な い 。 イス ラ エ ル 国 家 の 強 東 さ 
は 、 そ の 国境 内 に 住む 何 百 万 人 も の ユダ ヤ 人 が 、 こ の 
国家 を 敵対 的 な 地域 の な か で 自身 を 防衛 する 唯一 
19 ペ ー ジ へ 続く 


